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森
鷗
外
『
青
年
』
の
主
人
公
小
泉
純
一
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て 
 
 
 
～ 
大
宮
公
園
が
『
青
年
』
の
舞
台
に
選
ば
れ
た
背
景
な
ど 
～ 
 
沼 
田 
尚 
道 
  
森
鷗
外
『
青
年
』
第
十
二
章
で
大
村
莊
之
助
が
主
人
公
小
泉
純
一
と
の
遠
足
の
目
的
地
に
大
宮
公
園
を
選
ん
だ
背
景
に
迫
る
た
め
、
小
泉
純
一
の
モ
デ
ル
と
し
て
夏
目
漱
石
門
下
生
の
森
田
草
平
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
論
考
す
る
。 
森
田
草
平
は
、
明
治
の
文
豪
夏
目
漱
石
に
絶
大
な
る
影
響
を
与
え
、
日
本
文
学
の
大
き
な
転
換
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
人
物
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
の
大
戦
以
降
は
ほ
と
ん
ど
読
ま
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
そ
の
名
を
知
る
人
も
大
変
少
な
く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
森
田
草
平
を
語
る
に
は
「
夏
目
漱
石
門
下
生
の
」
と
い
う
枕
詞
を
冠
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
森
田
草
平
は
自
ら
を
「（
夏
目
漱
石
の
）
永
遠
の
弟
子
」
と
称
し
て
い
る
の
だ
か
ら
草
平
自
身
が
そ
の
こ
と
を
望
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
 
第
一
部 
森
鷗
外
『
青
年
』
と
明
治
期
の
大
宮
公
園
を
概
観
す
る 
  
森
鷗
外
の
長
編
小
説
『
青
年
』
の
『
ス
バ
ル
』
連
載
は
、
明
治
四
十
三
年
三
月
号
に
始
ま
り
、
同
四
十
四
年
八
月
号
ま
で
続
い
た
。
こ
の
う
ち
、
明
治
四
十
三
年
十
月
一
日
発
行
の
第
二
年
第
十
号
に
掲
載
さ
れ
た
第
十
二
章
の
舞
台
は
大
宮
公
園
で
あ
る
。 
 
一 
『
青
年
』
の
あ
ら
す
じ 
故
郷
か
ら
汽
車
で
上
京
し
た
主
人
公
の
青
年
小
泉
純
一
は
新
橋
駅
に
降
り
立
つ
。
東
京
の
本
郷
界
隈
で
生
活
を
開
始
す
る
が
、
そ
の
閲
歴
に
は
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
年
長
の
医
学
生
大
村
莊
之
助
と
知
り
合
う
。
有
楽
座
で
の
イ
プ
セ
ン
公
演
で
謎
の
目
を
持
つ
坂
井
れ
い
子
未
亡
人
と
出
会
い
、
そ
の
邸
宅
を
訪
ね
仏
文
学
の
本
を
借
り
た
り
す
る
。
坂
井
夫
人
邸
を
訪
問
し
た
翌
日
、
純
一
は
大
村
に
誘
わ
れ
て
晩
秋
の
大
宮
公
園
を
訪
れ
る
。
大
宮
公
園
内
を
散
策
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
る
二
人
の
会
話
は
ワ
イ 
        
 
ニ
ン
ゲ
ル
の
説
を
中
心
と
し
た
女
性
観
と
恋
愛
論
。
そ
し
て
、
公
園
内
の
散
策
を
終
え
て
池
の
畔
に
来
た
二
人
の
話
題
は
文
筆
家
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
で
あ
る
。そ
の
後
、
主
人
公
純
一
は
亀
清
楼
で
の
忘
年
会
で
柳
橋
芸
者
の
立
ち
居
振
舞
い
に
触
れ
る
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
坂
井
夫
人
に
誘
わ
れ
て
訪
れ
た
箱
根
の
旅
館
福
住
の
場
面
。
坂
井
夫
人
と
親
密
に
し
て
い
る
画
家
岡
村
の
姿
に
衝
撃
を
受
け
た
純
一
は
坂
井
夫
人
と
の
決
別
と
文
筆
家
と
し
て
立
つ
こ
と
を
決
意
す
る
。
純
一
が
宿
泊
し
た
柏
屋
の
女
中
お
絹
は
東
京
へ
と
帰
る
純
一
を
し
ょ
ん
ぼ
り
と
見
送
っ
た
。 
 二 
『
青
年
』
第
十
二
章
に
描
か
れ
た
大
宮
公
園
散
策
の
足
跡 
『
青
年
』の
第
十
二
章
は
十
二
月
一
日
。小
泉
純
一
は
大
村
莊
之
助
の
提
案
に
よ
っ
て
、
上
野
の
停
車
場
か
ら
汽
車
の
一
等
の
席
に
乗
っ
て
二
人
で
大
宮
公
園
に
出
掛
け
た
。 
純
一
の
呈
し
た
疑
問
に
大
村
が
答
え
な
が
ら
大
宮
公
園
内
を
散
策
す
る
。
二
人
の
話
題
は
女
性
観
と
恋
愛
論
。
こ
こ
で
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
の
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
若
き
哲
学
者
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
説
。
公
園
散
策
中
、
ど
こ
か
ら
か
三
味
線
の
音
と
共
に
と
よ
め
く
男
女
の
声
が
聞
こ
え
て
い
る
。
大
宮
公
園
散
策
の
足
跡
を
図
１
に
示
す
。 
 
三 
大
宮
公
園
散
策
の
前
段 
～
外
国
文
学
作
品
が
多
数
紹
介
さ
れ
る
～ 
大
村
莊
之
助
と
共
に
大
宮
公
園
に
出
掛
け
る
ま
で
に
主
人
公
小
泉
純
一
は
ど
の
よ
う
な
経
験
を
し
て
い
た
の
か
？ 
第
九
章
か
ら
第
十
一
章
ま
で
を
概
括
す
る
。 
第
九
章
は
十
一
月
二
十
七
日
。
純
一
は
有
楽
座
で
イ
プ
セ
ン
の
『
ジ
ョ
ン
・
ガ
ブ
リ 
 
 
 
写真１ 絵葉書「萬翠樓の景」 
 （筆者所蔵） 
 
『青年』第 24 章に描かれた箱根
の旅館・福住萬翠楼である。 
 
「明治 41.1.1 謹賀新年 福住旅
館」の丸く赤いスタンプが押され
ている。 
エ
ル
・
ボ
ル
ク
マ
ン
』
を
観
劇
す
る
。
こ
の
演
劇
は
、
明
治
四
十
二
年
十
一
月
二
十
七
と
二
十
八
日
の
両
日
、
実
際
に
公
演
さ
れ
た
。
森
鷗
外
は
二
日
目
に
劇
場
に
足
を
運
ん
だ
（
な
ぜ
初
日
で
は
な
か
っ
た
の
か
？
）。
脚
本
は
森
鷗
外
が
イ
プ
セ
ン
の
原
書
を
翻
訳
し
た
も
の
で
、
若
者
が
古
い
因
襲
を
振
り
捨
て
て
い
く
筋
だ
。
第
三
幕
後
の
少
し
長
い
幕
間
で
、
純
一
は
隣
席
の
凄
い
よ
う
な
美
人
か
ら
《
フ
ラ
ン
ス
語
を
な
さ
る
の
な
ら
、
宅
に
書
物
が
澤
山
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
見
に
入
ら
つ
し
や
い
ま
し
》
と
誘
わ
れ
る
。 
第
十
章
は
十
一
月
三
十
日
。《
生
き
る
。
生
活
す
る
》
と
思
い
を
巡
ら
す
純
一
は
《
現
在
は
過
去
と
未
来
と
の
間
に
画
し
た
一
線
で
あ
る
。
此
線
の
上
に
生
活
が
な
く
て
は
、
生
活
は
ど
こ
に
も
な
い
の
で
あ
る
》
と
考
え
る
の
だ
っ
た
。
こ
の
日
、
坂
井
夫
人
の
目
の
奥
の
秘
密
を
知
る
た
め
に
根
岸
の
邸
宅
を
訪
ね
た
。
鷗
外
は
、
坂
井
夫
人
の
謎
の
目
に
ベ
ル
ギ
ー
の
耆
宿
ル
モ
ン
ニ
エ
エ
が
描
い
た
魅
惑
の
未
亡
人
オ
オ
ド
の
目
を
重
ね
て
見
せ
た
。
純
一
が
訪
れ
た
坂
井
夫
人
邸
の
書
棚
に
は
コ
ル
ネ
イ
ユ
、
ラ
シ
イ
ヌ
、
ヲ
ル
テ
エ
ル
、
ユ
ウ
ゴ
オ
が
並
ぶ
。
こ
の
章
末
で
《
一
体
こ
ん
な
閲
歴
が
生
活
で
あ
ら
う
か
。･･･
 
己
も
デ
カ
ダ
ン
ス
の
沼
に
生
え
た
、
根
の
な
い
浮
草
で
、
花
は
咲
い
て
も
、
夢
の
よ
う
な
蒼
白
い
花
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
ら
う
か
》
と
日
記
を
書
い
て
筆
を
置
い
た
純
一
だ
っ
た
が
、
そ
の
夜
は
な
か
な
か
眠
れ
な
い
。 
 
第
十
一
章
は
そ
の
翌
十
二
月
一
日
。
朝
起
き
た
純
一
は
、
坂
井
夫
人
か
ら
借
り
て
来
た
ラ
シ
イ
ヌ
『
フ
エ
エ
ド
ル
』
は
読
む
気
に
な
れ
ず
、
ニ
三
日
前
に
神
田
で
買
っ
た
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
『
彼
方
』
を
読
み
始
め
る
。
こ
の
作
品
中
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
フ
ロ
オ
ベ
ル
、
ゴ
ン
ク
ウ
ル
、
ゾ
ラ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
は
フ
ラ
ン
ス
自
然
主
義
文
学
の
代
表
格
ゾ
ラ
の
弟
子
だ
。
十
一
時
半
頃
訪
ね
て
来
た
大
村
は
ど
こ
か
に
遠
足
に
行
こ
う
と
提
案
す
る
。
二
人
は
上
野
精
養
軒
で
昼
食
を
と
る
。
話
題
は
因
襲
と
恋
愛
。
自
然
主
義
文
学
者
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
の
著
作
も
話
題
と
な
る
が
、
大
村
は
こ
の
悪
魔
的
で
神
秘
的
な
外
国
作
品
を
青
年
の
読
む
よ
う
な
本
で
は
な
い
と
切
り
捨
て
て
否
定
し
て
い
る
。 
 
四 
大
宮
公
園
を
訪
れ
た
文
人
た
ち
の
こ
と
な
ど 
明
治
十
七
年
開
園
の
大
宮
公
園
内
に
明
治
二
十
一
年
に
温
泉
を
掘
り
当
て
た
料
亭
旅
館
・
萬
松
楼
が
開
業
し
た
。
明
治
二
十
四
年
秋
、
病
気
療
養
と
大
学
の
試
験
勉
強
を
兼
ね
て
大
宮
公
園
の
萬
松
楼
に
滞
在
し
た
正
岡
子
規
は
夏
目
漱
石
を
誘
い
出
し
共
に
愉
快
 
 
図１ 『青年』 第１２章 大宮公園散策の足跡 （筆者作図） 
 
 
 
写真２ 絵葉書 
「中仙道大宮氷川公園萬松樓 縁門」（筆者所蔵） 
 
写真３ 絵葉書写真３ 絵葉書 
「中仙道大宮氷川公園萬松樓 鉱泉浴場」 
（筆者所蔵） 
明治21年春、主人高島健一郎の父が温泉を掘り
当てて萬松楼を開業した。夏目漱石や正岡子規
もこの湯に入ったのだろうか。 
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。
萬
松
楼
の
主
人
は
文
学
好
き
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。 
樋
口
一
葉
は
、
明
治
二
十
五
年
八
月
に
そ
の
生
涯
で
一
度
だ
け
東
京
を
離
れ
て
遠
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
地
が
記
者
た
ち
が
し
き
り
に
薦
め
た
大
宮
公
園
で
あ
っ
た
。 
明
治
三
十
八
年
、
当
時
流
行
の
自
然
主
義
作
家
正
宗
白
鳥
と
の
縁
談
の
あ
っ
た
女
性
〝
い
の
〟
が
最
終
的
に
選
ん
だ
伴
侶
は
、
大
宮
公
園
後
背
地
に
在
っ
た
寿
能
城
の
家
老
の
末
裔
北
沢
楽
天
だ
っ
た
。秋
山
喜
久
夫
は《
い
の
に
は
新
聞
記
者
小
柳
某
を
通
し
て
、
正
宗
白
鳥
と
の
縁
談
も
あ
っ
た
。
が
、
い
の
は
楽
天
の
方
を
選
ん
だ
》
と
伝
え
て
い
る
。
北
沢
楽
天
は
福
沢
諭
吉
に
見
出
さ
れ
諷
刺
漫
画
を
描
き
、
後
に
『
東
京
パ
ッ
ク
』
を
創
刊
し
た
日
本
初
の
職
業
漫
画
家
で
あ
る
。
古
い
新
聞
記
者
か
ら
の
伝
聞
と
し
て
《「
楽
天
さ
ん
は
ね
、
二
人
曳
き
の
人
力
車
を
も
ち
い
て
い
た
ん
だ
ぜ
」「
楽
天
さ
ん
は
、
大
臣
宰
相
と
キ
ミ
、
オ
レ
の
つ
き
あ
い
を
し
て
い
た
ん
だ
よ
」》
と
近
藤
日
出
造
（
岡
本
一
平
の
弟
子
。
昭
和
四
十
八
年
当
時
、
日
本
漫
画
家
協
会
理
事
長
）
が
書
き
残
し
て
い
る
。
北
沢
楽
天
は
そ
れ
ほ
ど
の
漫
画
家
だ
っ
た
。
大
宮
の
歴
史
家
宮
内
正
勝
さ
ん
は
楽
天
か
ら
『
楽
天
全
集
』に
為
書
き
を
も
ら
っ
た
経
験
談
を
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。 
大
正
十
年
十
月
十
五
日
、
寺
田
寅
彦
は
大
宮
公
園
を
訪
れ
た
。
少
し
前
に
Ｍ
君
と
大
宮
公
園
の
話
を
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
の
こ
と
だ
。
寺
田
寅
彦
は
随
筆
『
写
生
紀
行
』
に
《
名
高
い
こ
の
公
園
を
一
見
し
な
い
の
も
、
あ
ま
り
に
世
間
と
い
う
も
の
に
申
訳
が
な
い
と
思
っ
て
大
き
な
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
は
い
っ
て
行
っ
た
。》
と
記
し
て
い
る
。
寺
田
寅
彦
が
Ｍ
君
と
呼
ぶ
人
物
は
、
同
門
の
森
田
草
平
と
捉
え
て
間
違
い
な
い
。 
太
宰
治
の
『
人
間
失
格
』
が
書
き
あ
げ
ら
れ
た
の
は
大
宮
公
園
か
ら
南
へ
約
二
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
延
び
る
氷
川
参
道
か
ら
少
し
入
っ
た
静
か
な
家
の
一
室
で
あ
っ
た
（
残
念
な
が
ら
現
存
し
な
い
）。 
ほ
か
に
も
多
く
の
作
家
た
ち
が
大
宮
公
園
を
訪
れ
、
ま
た
、
作
品
に
書
き
残
し
た
。 
 
第
二
部 
森
鷗
外
『
青
年
』
の
主
人
公
小
泉
純
一
の
モ
デ
ル
は
？ 
  
森
鷗
外
『
青
年
』
の
主
人
公
小
泉
純
一
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
筆
者
は
夏
目
漱
石
門
下
の
森
田
草
平
が
純
一
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
第
二
部
で
は
森
田
草
平
に
つ
い
て
多
角
的
に
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。 
一 
仮
説 
小
泉
純
一
の
モ
デ
ル
は
、
夏
目
漱
石
の
永
遠
の
弟
子
森
田
草
平 
小
泉
純
一
の
モ
デ
ル
を
唯
一
ひ
と
り
の
実
在
人
物
に
確
定
す
る
こ
と
は
本
稿
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
モ
デ
ル
を
一
人
に
確
定
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
試
み
は
虚
し
い
も
の
に
終
わ
る
だ
ろ
う
。
森
鷗
外
の
作
品
で
は
複
数
の
実
在
の
モ
デ
ル
か
ら
一
人
の
登
場
人
物
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
ら
し
い
。
然
る
に
『
青
年
』
の
主
人
公
小
泉
純
一
も
複
数
の
実
在
の
人
物
が
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
小
泉
純
一
の
モ
デ
ル
が
誰
か
に
つ
い
て
は
森
鷗
外
研
究
者
の
間
に
も
定
説
は
な
い
よ
う
だ
。
野
田
宇
太
郎
は
石
川
啄
木
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
し
（『
青
春
の
季
節
』
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
五
日
発
行
）、
澁
川
驍
は
柏
木
純
一
で
あ
る
と
い
う
論
を
立
て
て
い
る
（『「
青
年
」
の
小
泉
純
一
』、
森
鷗
外
記
念
会
『
鷗
外
』
昭
和
四
十
二
年
七
月
号
）。
こ
れ
ら
の
説
は
そ
れ
な
り
の
背
景
に
基
づ
く
主
張
で
あ
り
尊
重
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
部
分
的
に
は
石
川
啄
木
で
あ
り
、
柏
木
純
一
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
理
由
は
な
い
。 
本
稿
は
こ
れ
ら
の
説
に
も
う
一
つ
有
力
な
説
と
し
て
夏
目
漱
石
門
下
の
森
田
草
平
を
追
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 
 二 
森
田
草
平
と
は
ど
ん
な
人
物
か 
森
田
草
平
は
、
平
成
の
今
日
で
は
完
全
に
忘
れ
去
ら
れ
た
小
説
家
で
あ
る
。
が
、
夏
目
漱
石
の
創
作
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
門
下
生
の
一
人
で
あ
る
。
漱
石
は
草
平
を
教
室
で
は
学
生
だ
が
文
筆
活
動
に
お
い
て
は
対
等
以
上
の
才
能
の
持
ち
主
と
見
て
い
た
。
一
方
、
森
田
草
平
は
自
ら
を
「（
夏
目
漱
石
の
）
永
遠
の
弟
子
」
と
称
し
た
。 
森
田
草
平
の
代
表
作
で
あ
る
『
煤
煙
』
に
は
、
夏
目
漱
石
、
森
鷗
外
、
小
宮
豊
隆
が
序
文
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
小
説
の
価
値
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。 
昭
和
二
年
十
一
月
十
五
日
発
行
の
『
明
治
大
正
文
學
全
集 
第
廿
九
巻
』
に
掲
載
の
森
田
草
平
『
自
叙
小
傳
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
二
年
七
月
に
金
沢
の
第
四
高
等
学
校
一
部
文
科
に
入
学
。
同
年
十
一
月
に
は
あ
る
故
を
以
て
同
校
を
諭
旨
退
学
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
後
、
明
治
三
十
三
年
五
月
ま
で
名
古
屋
に
放
浪
。
そ
の
間
森
鷗
外
の
『
水
沫
集
』
を
耽
読
し
た
。
ま
た
、
漱
石
入
門
後
に
お
い
て
も
《『
水
沫
集
』
の
眞
似
ば
か
り
し
て
、
あ
の
香
り
の
高
い
文
章
の
調
子
と
修
辭
と
か
を
再
現
す
る
こ
と
に
の
み
熱
中
し
て
ゐ
た
》
と
草
平
は
『
続
夏
目
漱
石
』（
昭
和
十
八
年
十
一
月
十
日
発
行
）
に
記
し
て
い
る
。 
森
田
草
平
の
就
職
活
動
に
関
し
て
興
味
深
い
記
録
が
あ
る
。『
日
本
評
論
』
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
草
平
晩
年
の
随
筆
『
往
時
茫
々
』
に
、
一
高
に
通
っ
た
頃
の
こ
と
と
し
て
《
澁
沢
栄
一
家
に
家
庭
教
師
に
入
っ
た
。･･･
私
が
出
入
り
し
て
い
る
時
分
に
は
六
十
一
の
本
卦
帰
り
の
お
祝
い
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
子
爵
に
な
っ
た
。･･･
当
時
栄
一
さ
ん
の
先
妻
の
子
は
も
う
立
派
な
大
人
に
な
っ
て
い
た
。･･･
栄
一
さ
ん
の
後
妻
に
堅
子
夫
人
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
妻
の
子
が
四
人
い
た
。
そ
れ
を
教
え
た･･･
月
給
は
二
十
円
だ
っ
た
。》
と
あ
る
。
こ
れ
が
縁
と
な
っ
て
、
大
学
を
卒
業
し
た
草
平
は
《
澁
澤
榮
一
男
の
自
筆
の
紹
介
状
を
持
つ
て
、
博
文
館
主
大
橋
新
太
郎
氏
の
許
へ
就
職
運
動
に
行
つ
た
こ
と
が
あ
る
。･･･
立
派
な
應
接
間
へ
通
さ
れ
た
が
、
間
も
な
く
主
人
新
太
郎
氏
自
ら
出
て
來
て
、
懇
功
に
用
向
き
を
聽
取
し
た
上
》
で
縷
々
条
件
が
出
さ
れ
た
。
結
局
、
草
平
は
こ
の
就
職
を
断
念
し
て
い
る
（『
続
夏
目
漱
石
』）。 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
森
鷗
外
は
夏
目
漱
石
の
門
下
生
森
田
草
平
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
。
明
治
四
十
三
年
七
月
一
日
発
行
の
『
新
潮
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
夏
目
漱
石
論
』
か
ら
引
用
す
る
。
鷗
外
は
夏
目
漱
石
門
下
生
に
つ
い
て
記
者
に
問
わ
れ
て
次
の
よ
う
に
答
え
た
。 
《
門
下
生
と
云
ふ
や
う
な
人
物
で
僕
の
知
つ
て
居
る
の
は
、森
田
草
平
君
一
人
で
あ
る
。
師
弟
の
間
は
情
誼
が
極
め
て
深
厚
で
あ
る
と
思
ふ
。》 
明
治
四
十
二
年
十
一
月
六
日
、
鷗
外
は
、
観
潮
楼
歌
会
で
上
位
に
入
っ
た
森
田
草
平
の
短
歌
「
水
中
に
溺
る
る
如
き
」
に
対
し
て
自
ら
筆
を
取
っ
て
修
正
指
導
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
、
鷗
外
は
草
平
に
『
煤
煙
』
の
序
と
し
て
執
筆
し
た
『
影
と
形
』
の
稿
本
を
渡
し
て
い
る
。
そ
の
二
十
日
ほ
ど
後
の
十
一
月
二
十
七
日
、
草
平
は
『
ボ
ル
ク
マ
ン
』
の
初
日
公
演
を
観
劇
し
て
、
そ
の
劇
評
を
十
二
月
一
日
の
朝
日
新
聞
に
掲
載
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
草
平
が
自
ら
進
ん
で
観
劇
に
行
く
と
も
思
え
な
い
。
鷗
外
が
一
日
目
の
チ
ケ
ッ
ト
を
草
平
に
譲
っ
て
観
劇
を
勧
め
、
自
ら
は
二
日
目
に
出
掛
け
る
こ
と
に
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
片
岡
良
一
が
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
十
二
年
一
月
号
の
紙
面
上
に
発
表
し
た
論
文
『
森
田
草
平
氏
の
位
置
と
作
風
』
は
興
味
深
い
言
葉
で
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。
鋭
く
森
田
草
平
の
内
面
を
切
り
取
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
引
用
す
る
。 
《
森
田
草
平
氏
は
云
ふ
迄
も
な
く
夏
目
漱
石
門
下
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
そ
の
作
風
に
は
、
漱
石
系
統
と
い
ふ
よ
り
、
寧
ろ
森
鷗
外
系
統
の
頽
廃
派
に
近
い
も
の
を
持
つ
て
ゐ
る
。
と
云
つ
て
頽
廃
派
に
な
り
き
つ
て
ゐ
る
の
で
も
な
い
》 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
夏
目
漱
石
が
森
田
草
平
に
宛
て
た
書
簡
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
文
面
か
ら
漱
石
が
草
平
の
文
学
的
才
能
を
早
く
も
認
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
注
目
す
べ
き
箇
所
を
引
用
す
る
。
一
つ
め
は
明
治
三
十
九
年
一
月
七
日
付
、
二
つ
め
は
同
年
二
月
十
五
日
付
で
あ
る
。
草
平
が
漱
石
の
門
を
叩
い
た
の
は
明
治
三
十
八
年
の
暮
れ
近
く
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
書
簡
は
草
平
の
入
門
か
ら
間
も
な
く
の
も
の
だ
。
こ
の
頃
、
漱
石
は
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
を
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
連
載
中
。
多
忙
を
極
め
て
い
た
は
ず
だ
。 
《
僕
は
君
の
文
が
出
る
度
に
讀
み
ま
す
。
さ
う
し
て
時
間
の
許
す
限
り
、
心
づ
く
限
り
は
愚
評
を
加
え
る
積
り
で
す
。
其
代
り
惡
口
を
云
つ
て
も
怒
つ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
大
学
で
は
君
の
先
生
か
も
知
れ
な
い
が
個
人
と
し
て
文
章
抔
を
か
く
時
は
同
輩
で
あ
る
。
決
し
て
僕
に
對
し
て
氣
を
置
い
て
は
な
ら
ぬ
。
君
は
あ
ま
り
に
神
經
的
、
心
配
的
、
人
の
心
を
豫
想
し
す
ぎ
る
様
な
傾
向
が
あ
り
は
せ
ん
か
と
思
ふ
。
他
人
に
對
し
て
は
と
に
か
く
僕
に
對
し
て
は
さ
う
せ
ん
方
が
い
ゝ
。
君
も
気
楽
で
い
ゝ
で
せ
う
。》 
《
僕
の
様
な
も
の
が
到
底
文
學
者
の
例
に
は
な
ら
な
い
が
僕
は
君
位
の
年
輩
の
と
き
に
は
今
君
が
か
く
三
分
一
の
も
の
も
か
け
な
か
つ
た
。
其
思
想
は
頗
る
淺
薄
な
も
の
で
且
つ
狭
隘
極
ま
る
も
の
で
あ
つ
た
。
僕
が
二
十
三
四
に
か
き
か
け
た
小
説
が
十
五
六
枚
残
つ
て
居
た
。
よ
ん
で
見
る
と
馬
鹿
氣
て
ま
づ
い
も
の
だ
。
あ
ま
り
耻
か
し
い
か
ら
先
達
て
妻
に
命
じ
て
反
古
に
し
て
仕
舞
つ
た
。》 
 
 
 
 
 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
自
然
主
義
文
学
者
正
宗
白
鳥
は
、『
夏
目
漱
石
論
』
で
草
平
を
次
の
よ
う
に
評
し
た
。 
《
森
田
草
平
氏
の
『
煤
煙
』
が
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
て
、
評
判
に
な
っ
て
い
た
時
分
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
日
、
私
は
、
博
文
館
の
応
接
室
で
、
田
山
花
袋
、
岩
野
泡
鳴
両
氏
と
雑
談
に
耽
っ
て
い
る
う
ち
、
談
た
ま
た
ま
『
煤
煙
』
の
価
値
に
及
ん
で
、
誰
れ
か
が
非
難
の
語
を
挿
ん
で
い
た
が
、 
「
し
か
し
、
漱
石
の
比
じ
ゃ
な
い
」
と
、
泡
鳴
は
例
の
大
き
な
声
で
放
言
し
た
。 
「
そ
れ
は
そ
う
だ
ね
」
と
、
花
袋
は
軽
く
応
じ
た
。 
私
は
、
黙
っ
て
い
た
が
、
心
中
こ
の
二
氏
の
批
評
に
同
感
し
て
い
た
。「
漱
石
の
比
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
評
語
を
、
今
日
の
読
者
が
読
ん
だ
ら
、「
草
平
の
作
品
は
漱
石
に
は
及
び
も
つ
か
な
い
」
と
い
う
意
味
に
解
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
あ
の
頃
な
ら
、
そ
の
評
語
は
、「
煤
煙
は
、
評
判
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
漱
石
物
の
よ
う
な
詰
ま
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
意
味
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。》 
 
 
 
 
 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
平
塚
ら
い
て
う
は
、
一
九
七
一
年
発
行
の
『
元
始
、
女
性
は
太
陽
で
あ
っ
た
』
に
、
閨
秀
文
学
会
で
講
義
す
る
森
田
草
平
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
た
。
閨
秀
文
学
会
と
は
明
治
四
十
年
六
月
に
成
美
女
子
英
語
学
校
に
で
き
た
若
い
女
性
ば
か
り
の
文
学
研
究
会
で
、
生
田
長
江
の
主
導
で
運
営
さ
れ
、
与
謝
野
晶
子
も
講
師
を
務
め
た
。 
《
講
義
慣
れ
な
い
様
子
で
、
机
の
両
端
を
い
つ
も
つ
か
む
よ
う
に
し
て
う
つ
む
き
な
が
ら
、
気
ま
り
わ
る
そ
う
に
、
ま
る
で
ひ
と
り
ご
と
で
も
い
う
よ
う
に
、
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
話
さ
れ
る
格
好
が
印
象
的
で
し
た
。
生
田
先
生
が
い
か
に
も
人
な
れ
て
、
万
事
に
鋭
く
、
そ
つ
な
い
感
じ
な
の
に
く
ら
べ
、
森
田
先
生
は
大
き
な
頭
、
大
き
な
か
ら
だ
で
動
作
が
鈍
く
、
隙
だ
ら
け
の
感
じ
で
す
が
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
、
愛
嬌
に
な
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。》 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
後
に
東
北
大
学
教
授
と
な
る
小
宮
豊
隆
は
、
明
治
四
十
二
年
七
月
一
日
発
行
の
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
掲
載
の
『
ダ
ヌ
ン
チ
オ
の
「
死
の
勝
利
」
と
森
田
草
平
の
「
煤
煙
」』
に
お
い
て
、『
煤
煙
』
を
《
故
鄕
の
巻
は
何
の
爲
め
に
存
在
し
て
、
後
段
の
ど
の
部
分
に
因
果
關
係
を
持
つ
て
ゐ
る
か
と
考
へ
て
見
る
に
、
何
ん
に
も
關
係
し
て
ゐ
な
い
。
關
係
な
い
許
り
で
は
な
い
。
丸
で
反
對
な
色
彩
を
有
し
て
ゐ
る
。》
と
評
し
た
。
ま
た
、《
草
平
の
や
う
な
、
自
分
で
現
實
に
體
驗
し
た
事
の
一
部
始
終
を
、
現
實
ど
ほ
り
書
い
て
行
く
の
で
な
け
れ
ば
、
小
説
は
書
け
な
い
と
い
ふ
作
家
は
、
そ
れ
ほ
ど
數
多
く
小
説
が
書
け
る
も
の
で
は
な
い
》（『
夏
目
漱
石
』（
昭
和
十
三
年
七
月
一
日
発
行
））
と
記
し
て
い
る
。 
森
田
草
平
が
自
ら
起
こ
し
た
事
件
と
自
ら
の
過
去
の
記
憶
と
を
題
材
に
創
作
さ
れ
た
の
が
『
煤
煙
』
で
あ
る
。
小
宮
豊
隆
の
言
う
よ
う
に
、『
煤
煙
』
の
前
半
部
分
に
描
か
れ
た
要
吉
の
故
郷
で
の
出
来
事
と
後
半
部
分
の
塩
原
行
と
の
関
係
性
は
極
め
て
薄
い
。
ま
た
、
長
編
小
説
も
短
編
小
説
も
世
に
知
ら
れ
た
も
の
は
数
少
な
い
。
岐
阜
の
森
田
草
平
記
念
館
館
長
の
森
崎
憲
司
さ
ん
は
そ
れ
ら
を
遺
す
べ
く
冊
子
に
ま
と
め
る
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
筆
者
は
森
崎
憲
司
さ
ん
か
ら
直
接
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。 
 三 
森
田
草
平
の
小
説
『
煤
煙
』
に
つ
い
て 
『
煤
煙
』
は
、『
三
四
郎
』
の
朝
日
新
聞
連
載
が
明
治
四
十
一
年
十
二
月
二
十
九
日
に
終
了
し
た
後
釜
と
し
て
明
治
四
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
五
月
十
六
日
ま
で
連
載
さ
れ
た
。 
『
煤
煙
』
の
前
半
は
、
要
吉
の
祖
父
が
切
り
倒
し
た
道
三
松
の
話
と
要
吉
の
父
親
か
ら
の
遺
伝
に
つ
い
て
の
疑
念
に
起
因
す
る
要
吉
の
噴
悶
が
描
か
れ
て
い
る
。
後
半
で
、
要
吉
は
こ
う
し
た
因
襲
や
自
ら
の
優
柔
不
断
な
意
気
地
の
な
さ
か
ら
決
別
す
る
す
べ
を
朋
子
に
求
め
た
。
そ
れ
が
相
対
死
の
た
め
の
塩
原
の
雪
山
行
き
へ
と
発
展
す
る
。
塩
原
へ
向
け
上
野
発
の
汽
車
に
乗
っ
た
要
吉
と
朋
子
は
、
途
中
、
大
宮
の
宿
で
一
夜
を
語
り
明
か
す
。
要
吉
は
朋
子
の
心
の
中
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
が
、
二
人
の
考
え
方
は
火
と
氷
ほ
ど
も
異
な
っ
て
い
た
。そ
し
て
、こ
の
小
説
は
雪
山
に
分
け
入
る
と
こ
ろ
で
終
わ
る
。 
『
煤
煙
』
の
要
吉
と
朋
子
が
塩
原
の
雪
山
に
分
け
入
る
場
面
は
、
実
際
に
森
田
草
平
が
平
塚
明
子
（
後
の
平
塚
ら
い
て
う
）
と
起
し
た
事
件
を
基
に
描
か
れ
た
。
こ
の
相
対
死
の
企
て
は
結
果
と
し
て
未
遂
に
終
わ
り
、
捜
索
に
行
っ
た
生
田
長
江
に
東
京
に
連
れ
戻
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
は
、
夏
目
漱
石
門
下
生
の
学
士
と
政
府
高
官
の
令
嬢
が
起
し
た
が
故
に
、
世
間
の
注
目
を
集
め
た
。
朝
日
新
聞
は
こ
の
事
件
を
大
々
的
に
取
り
上
げ
た
。
明
治
四
十
一
年
三
月
二
十
五
日
に
は
《
自
然
主
義
の
高
潮 
紳
士
淑
女
の
情
死
未
遂
／
情
夫
は
文
學
士
、
小
説
家
／
情
婦
は
女
子
大
學
卒
業
生
》、
三
月
二
十
六
日
に
は
《
戀
の
犠
牲
（
い
け
に
え
） 
嗚
呼
新
時
代
の
青
年
／
男
も
學
者
女
も
學
者
／
學
問
の
行
止
が
情
死
》
と
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
見
出
し
が
付
け
ら
れ
た
。 
塩
原
の
雪
山
か
ら
東
京
に
連
れ
戻
さ
れ
た
草
平
は
、
生
田
長
江
の
助
力
に
よ
り
夏
目
漱
石
の
庇
護
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、こ
の
事
件
を
題
材
に
作
品
を
書
く
こ
と
を
決
意
。
そ
し
て
、
そ
の
作
品
が
『
煤
煙
』
と
題
さ
れ
朝
日
新
聞
連
載
小
説
と
し
て
世
に
出
た
。 
夏
目
漱
石
は
、
主
人
公
要
吉
（
す
な
わ
ち
森
田
草
平
）
の
故
郷
の
場
面
と
因
襲
に
係
る
煩
悶
を
描
い
た
前
半
の
完
成
度
を
高
く
評
価
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
要
吉
と
朋
子
の
関
係
を
描
い
た
後
半
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。 
前
出
の
片
岡
良
一
は
、
そ
の
論
文
『
森
田
草
平
氏
の
位
置
と
作
風
』
で
、『
煤
煙
』
の
価
値
に
つ
い
て
《
明
治
の
文
學
に
、
前
人
未
踏
の
新
し
い
境
地
を
、
附
加
へ
た
作
品
》
と
評
価
し
た
。
そ
の
一
方
で
、《
題
材
に
對
す
る
明
徹
な
把
握
と
そ
の
よ
き
具
象
化
と
が
あ
つ
た
ら
、「
煤
煙
」
は
恐
ら
く
も
つ
と
印
象
的
な
、
深
い
感
銘
を
た
ゝ
へ
た
作
品
と
な
り
得
た ･･･
 
大
雑
把
な
粗
笨
さ
が
あ
つ
た
ゝ
め
、
折
角
の
作
が
、
甚
だ
混
雑
し
た
、
混
沌
た
る
趣
を
示
し
た
も
の
と
な
つ
て
、
明
治
文
學
史
上
の
傑
作
の
數
を
、
一
つ
だ
け
減
ら
す
こ
と
に
な
つ
て
了
つ
た
》
と
指
摘
し
て
い
る
。『
煤
煙
』
の
終
盤
に
お
い
て
は
、
遅
筆
な
草
平
は
新
聞
連
載
小
説
の
締
め
切
り
に
追
わ
れ
、
し
ま
い
に
は
新
聞
社
の
輪
転
機
の
側
で
そ
の
日
の
原
稿
を
書
く
と
い
う
綱
渡
り
の
創
作
・
執
筆
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
片
岡
良
一
の
《
大
雑
把
な
粗
笨
さ
》
と
の
指
摘
は
ご
も
っ
と
も
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。 
 四 
尾
崎
紅
葉
『
金
色
夜
叉
』
の
舞
台
の
一
つ
は
塩
原
温
泉 
前
述
の
事
件
は
ダ
ヌ
ン
チ
オ
『
死
の
勝
利
』
を
下
敷
き
に
し
て
草
平
が
起
し
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
場
所
を
塩
原
と
し
た
背
景
に
係
る
文
学
研
究
は
見
当
た
ら
な
い
。 
尾
崎
紅
葉
の
『
金
色
夜
叉
』
と
言
え
ば
、
熱
海
で
寛
一
が
お
宮
を
足
蹴
に
す
る
場
面
が
有
名
で
あ
る
が
、
複
数
の
続
編
が
あ
っ
て
ス
ト
ー
リ
ー
も
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
た
め
に
酷
評
す
る
文
学
評
論
が
少
な
く
な
い
。
こ
こ
で
敢
え
て
『
金
色
夜
叉
』
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
は
塩
原
温
泉
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。『
続
続
金
色
夜
叉
』
で
は
塩
原
温
泉
清
琴
楼
を
訪
れ
た
寛
一
が
高
利
貸
し
に
よ
る
身
請
け
を
背
景
と
し
た
心
中
を
試
み
よ
う
と
す
る
男
女
と
遭
遇
す
る
。
清
琴
楼
に
は
寛
一
の
ほ
か
に
は
こ
の
一
組
し
か
宿
泊
客
は
な
い
。
粉
剤
を
混
ぜ
た
酒
を
茶
碗
に
注
ぎ
合
い
、
合
掌
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
を
唱
え
て
い
る
二
人
の
前
に
貫
一
が
登
場
す
る
。
借
金
か
ら
意
に
添
わ
ぬ
身
請
け
と
な
ろ
う
と
す
る
新
橋
柏
屋
の
愛
子
と
紙
問
屋
支
配
人
狭
山
元
輔
が
貫
一
に
説
得
さ
れ
て
思
い
留
ま
る
と
い
う
筋
で
あ
る
。
身
請
け
の
客
富
山
唯
継
は
博
文
館
大
橋
新
太
郎
が
モ
デ
ル
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
橋
新
太
郎
に
対
し
て
森
田
草
平
が
就
職
活
動
し
た
経
験
を
持
つ
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
さ
て
、
こ
こ
で
心
中
を
止
め
に
入
っ
た
貫
一
を
森
田
草
平
と
平
塚
明
子
の
捜
索
の
た
め
に
塩
原
温
泉
ま
で
出
向
い
た
生
田
長
江
と
い
う
配
役
と
捉
え
て
み
る
と
、
森
田
草
平
ら
の
事
件
は
『
続
続
金
色
夜
叉
』
の
筋
と
大
変
似
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、『
金
色
夜
叉
』
の
『
煤
煙
』
へ
の
影
響
を
強
く
感
じ
る
の
で
あ
る
。 
「
金
色
夜
叉
」
と
は
金
色
の
夜
叉
で
は
な
く
、
金
に
憑
か
れ
た
夜
叉
で
あ
る
と
こ
ろ 
 
 
 
 
の
金
夜
叉
と
、
色
に
憑
か
れ
た
夜
叉
で
あ
る
と
こ
ろ
の
色
夜
叉
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
も
の
だ
。金
と
色
の
問
題
は
江
戸
期
か
ら
明
治
期
の
文
学
作
品
に
多
く
扱
わ
れ
て
い
た
。
故
に
、『
金
色
夜
叉
』
の
筋
は
明
治
の
青
年
た
ち
に
と
っ
て
は
古
い
も
の
な
の
だ
。 
他
方
、『
煤
煙
』
は
、
金
夜
叉
で
も
な
く
色
夜
叉
で
も
な
く
、
故
郷
の
古
い
因
襲
を
断
ち
切
り
た
い
男
が
自
立
心
の
高
い
女
と
の
間
に
恋
愛
以
上
の
も
の
を
求
め
て
霊
と
霊
の
結
合
を
探
求
す
る
と
い
う
、
新
し
い
夜
叉
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
展
開
だ
。
新
し
い
人
が
新
し
い
境
地
を
目
指
し
た
作
品
だ
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
欧
州
か
ら
急
激
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
自
然
主
義
文
学
の
受
容
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 
 第
三
部 
『
青
年
』
に
紹
介
さ
れ
る
外
国
文
学
作
品
と
、
森
田
草
平
の
『
煤
煙
』 
 
 
第
三
部
で
は
、『
青
年
』
と
森
田
草
平
の
小
説
『
煤
煙
』
の
類
似
点
や
関
係
性
な
ど
を
提
示
し
つ
つ
、
森
田
草
平
と
森
鷗
外
の
関
係
を
読
み
解
く
こ
と
を
通
じ
て
、
森
田
草
平
が『
青
年
』の
主
人
公
小
泉
純
一
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
論
拠
を
提
示
す
る
。 
 一 
『
青
年
』
に
多
く
の
外
国
文
学
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
？ 
塩
原
か
ら
東
京
に
連
れ
戻
さ
れ
た
森
田
草
平
は
、
一
か
月
と
十
日
間
、
夏
目
漱
石
宅
写真４ 絵葉書 「紅葉山人金色夜叉起草
紀念旅館清琴楼全景」 （筆者所蔵） 
写真５ 絵葉書 「塩原温泉名所 楓川楼内
湯旅館奥座敷ヨリ箒川ヲ望ム」 （筆者所蔵） 
 
M43.9.26 朝日新聞の記事： 
宿の者から「煤煙」の話を聞いた。･･･明子は
七十銭以上の石鹸を買ってくれと注文した。 
に
世
話
に
な
り
、
小
説
『
煤
煙
』
を
書
く
こ
と
に
専
念
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
女
主
人
公
朋
子
を
描
く
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
。
朋
子
を
構
成
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
を
外
国
小
説
に
探
し
た
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
。『
続
夏
目
漱
石
』（
昭
和
十
八
年
十
一
月
十
日
発
行
）
に
示
さ
れ
た
森
田
草
平
の
言
葉
を
引
用
す
る
。 
《
今
迄
讀
ん
だ
西
洋
の
作
を
い
ろ
〳
〵
繰
返
し
て
讀
ん
で
見
た
。
そ
の
中
に
は
ダ
ン
ヌ
ン
チ
ョ
の
『
死
の
勝
利
』
も
あ
り
、
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
の
『
罪
と
罰
』
も
あ
つ
た
。･･･
 
ズ
ー
デ
ル
マ
ン
の
『
猫
橋
』
も
借
り
て
來
て
讀
ん
だ
》
が
、《
肝
腎
の
朋
子
に
つ
い
て
は
、
何
う
し
て
も
さ
う
い
ふ
お
手
本
が
見
附
か
ら
な
か
つ
た
。
イ
プ
セ
ン
に
あ
る
だ
ら
う
と
思
つ
て
繰
返
し
て
讀
ん
で
見
た
が
、
い
づ
れ
も
型
が
違
つ
て
ゐ
た
。》 
『
煤
煙
』
の
女
主
人
公
朋
子
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
平
塚
明
子
は
、
森
田
草
平
に
「
自
分
は
中
性
で
あ
り
女
で
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
女
主
人
公
に
つ
い
て
考
え
る
う
ち
に
、
森
田
草
平
は
平
塚
明
子
の
性
格
を
「
二
重
人
格
」
で
は
な
い
か
と
疑
う
。
と
同
時
に
、
こ
の
女
性
を
「
悪
魔
的
」
と
も
捉
え
て
い
た
。『
続
夏
目
漱
石
』
か
ら
の
引
用
を
続
け
る
。 
《
私
は
女
主
人
公
朋
子
を
病
人
に
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
近
代
的
な
比
類
の
な
い
性
格
―
惡
魔
主
義
の
權
化
の
や
う
な
女
性
に
し
た
い
と
思
つ
て
ゐ
た
。『
三
四
郎
』
の
美
禰
子
も
裡
に
小
惡
魔
を
蔵
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
一
層
極
端
に
し
て
、
燃
ゆ
る
や
う
な
情
熱
を
盛
る
一
方
に
於
て
は
、
極
め
て
冷
酷
な
、
相
手
を
犠
牲
に
し
て
憚
ら
な
い
、
い
は
ゞ
何
處
か
病
的
な
所
の
あ
る
女
性
に
描
き
上
げ
て
見
た
か
つ
た
。
さ
う
す
る
事
が
彼
女
を
解
釋
す
る
唯
一
の
道
だ
と
信
じ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。》 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
森
鷗
外
が
『
青
年
』
に
多
く
の
外
国
作
品
を
登
場
さ
せ
て
い
る
の
は
、
鷗
外
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
現
れ
な
ど
で
は
な
い
。『
青
年
』
で
医
学
生
で
あ
る
先
輩
格
の
大
村
莊
之
助
が
主
人
公
小
泉
純
一
に
様
々
な
外
国
小
説
や
外
国
の
哲
学
を
提
示
し
て
語
り
聞
か
せ
て
い
る
の
は
、
外
国
作
品
に
女
主
人
公
の
モ
デ
ル
を
探
そ
う
と
し
た
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
苦
悩
の
中
か
ら
絞
り
出
さ
れ
た
森
田
草
平
か
ら
の
問
い
掛
け
に
対
す
る
、
森
鷗
外
か
ら
の
回
答
で
あ
り
示
唆
な
の
で
あ
る
。
取
り
分
け
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
を
取
り
上
げ
た
の
は
、「
個
人
は
皆
Ｍ
＋
Ｗ
」
の
視
点
や
「
娼
妓
の
型
」「
母
の
型
」
の
女
性
の
捉
え
方
を
草
平
に
提
示
す
る
た
め
に
間
違
い
な
い
。
他
方
、
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
は
激
烈
で
青
年
の
読
む
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
大
宮
公
園
に
向
か
う
以
前
に
悪
魔
主
義
的
な
作
品
は
否
定
さ
れ
た
。
女
主
人
公
を
悪
魔
主
義
の
権
化
の
よ
う
に
描
こ
う
と
し
て
い
た
森
田
草
平
へ
の
警
告
で
あ
ろ
う
。 
夏
目
漱
石
も
、
森
田
草
平
の
こ
の
考
え
方
に
は
否
定
的
だ
。
草
平
か
ら
『
煤
煙
』
の
朋
子
像
を
聞
き
取
っ
た
漱
石
は《
あ
ゝ
云
ふ
の
を
自
ら
識
ら
ざ
る
僞
善
者
と
云
ふ
の
だ
。
… 
つ
ま
り
自
ら
識
ら
ず
し
て
別
の
人
に
な
る
と
い
ふ
意
味
だ
ね
。
で
、
朋
子
も
自
ら
識
ら
ず
し
て
別
の
人
に
な
つ
て
行
動
し
て
ゐ
る
ん
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
で
解
釋
が
出
來
な
い
こ
と
も
な
い
》
と
指
摘
し
た
上
で
、《
何
う
だ
、
君
が
書
か
な
け
れ
ば
、
ボ
ク
が
さ
う
云
ふ
女
を
書
い
て
見
せ
よ
う
か
》
と
言
い
、
草
平
は
《
ど
う
ぞ
書
い
て
御
覧
な
さ
い
》
と
応
じ
た
。
そ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
女
性
像
が
『
三
四
郎
』
の
美
禰
子
で
あ
る
。 
 二 
『
青
い
鳥
』 
～
平
凡
な
日
常
の
背
後
に
潜
ん
で
い
る
象
徴
的
意
義
を
体
験
す
る
～ 
森
鷗
外
『
青
年
』
単
行
本
の
扉
の
ペ
ー
ジ
に
は
青
い
鳥
の
画
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
青
年
』
は
マ
ア
テ
ル
リ
ン
ク
の
『
青
い
鳥
』
が
基
調
を
成
し
て
い
る
旨
の
暗
示
だ
。 
第
二
十
章
で
、
純
一
は
、
訪
ね
て
来
た
大
村
に
《
内
生
活
に
立
ち
入
る
よ
う
な
未
來
も
丸
で
示
し
て
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
併
し
僕
に
は
そ
れ
が
、
唯
雑
然
と
並
べ
て
あ
る
や
う
で
、
そ
れ
を
結
び
附
け
る
鎖
が
見
附
か
ら
な
い
の
で
す
。
矛
盾
が
矛
盾
の
儘
で
ゐ
る
の
で
す
》
と
『
青
い
鳥
』
の
読
後
の
意
見
を
す
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
、
大
村
は
《
矛
盾
が
矛
盾
の
儘
で
ゐ
る
や
う
な
所
は
、
そ
の
脚
本
の
弱
點
だ
ら
う
ね
》
と
応
じ
る
。
そ
の
一
方
で
、
哲
学
者
は
《
人
間
を
外
か
ら
覗
い
て
ゐ
る
》《
内
界
が
等
閑
に
せ
ら
れ
る
》《
平
凡
な
日
常
の
生
活
の
背
後
に
潜
ん
で
ゐ
る
象
徴
的
意
義
を
體
驗
す
る
、
小
景
を
大
觀
す
る
と
い
ふ
處
が
無
い
》
と
哲
学
者
の
人
間
の
見
方
に
対
し
て
強
烈
な
批
判
を
浴
び
せ
て
い
る
。
そ
う
し
て
お
い
て
、《
さ
う
云
ふ
處
の
あ
る
人
は･･･
 
マ
ア
テ
ル
リ
ン
ク
し
か
あ
る
ま
い
。》
と
し
て
、《
君
が
雑
然
と
並
べ
て
あ
る
と
云
ふ
、
あ
の
未
來
の
國
の
子
供
の
分
擔
し
て
ゐ
る
爲
事
が
、
悉
く
解
け
て
流
れ
て
、
青
い
鳥
の
象
徴
の
中
に
這
入
つ
て
し
ま
ふ
や
う
に
書
き
た
か
つ
た
に
は
違
い
な
い
》
と
続
け
た
。 
 
こ
の
言
葉
に
秘
め
ら
れ
た
主
張
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
は
『
青
年
』
初
版
本
の
扉
に
描
か
れ
た
青
い
鳥
に
つ
い
て
の
森
鷗
外
の
主
張
で
あ
る
か
ら
だ
。 
そ
う
言
え
ば
、『
青
年
』
も
『
青
い
鳥
』
と
同
様
に
、
様
々
な
こ
と
が
ら
が
雑
然
と
並
べ
て
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
は
、
何
気
な
い
日
常
の
小
事
象
を
一
つ
の
溶
鉱
炉
に
叩
き
込
ん
で
鎔
か
し
て
か
き
混
ぜ
た
上
で
時
間
を
掛
け
て
冷
ま
し
て
行
け
ば
然
る
べ
き
形
に
固
ま
っ
て
象
徴
的
意
義
を
示
し
て
く
れ
る
、と
い
う
森
鷗
外
の
主
張
な
の
だ
ろ
う
。
『
青
年
』
を
読
む
際
に
は
、
そ
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
み
た
い
。 
更
に
、
第
二
十
章
で
は
、
鷗
外
は
大
村
の
口
を
借
り
て
『
青
い
鳥
』
に
つ
い
て
、《
青
い
鳥
の
幸
福
と
い
ふ
奴
は
煎
じ
詰
め
て
見
れ
ば
、
内
に
安
心
立
命
を
得
て
、
外
に
十
分
の
勢
力
を
施
す
と
い
ふ
よ
り
外
有
る
ま
い
ね
》
と
主
張
し
た
。
今
日
的
に
は
子
供
の
た
め
の
寓
話
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
『
青
い
鳥
』
で
あ
る
が
、
鷗
外
は
そ
こ
に
日
常
に
潜
む
意
味
を
読
み
解
き
、《
小
景
を
大
観
す
る
》
と
い
う
視
点
を
提
示
し
た
の
だ
。 
こ
こ
で
改
め
て
『
青
年
』
第
十
二
章
の
章
末
に
注
目
す
る
。
大
宮
公
園
内
散
策
後
、
大
村
と
純
一
は
、
掛
茶
屋
の
あ
る
池
の
畔
に
や
っ
て
く
る
。
公
園
散
策
中
の
話
題
は
女
性
観
と
恋
愛
論
で
あ
っ
た
が
、
公
園
内
の
散
策
後
の
池
の
畔
で
の
話
題
は
文
筆
活
動
の
こ
と
へ
と
移
る
。
こ
こ
で
の
大
村
の
話
が
終
わ
る
と
、
純
一
の
心
に
変
化
が
生
じ
た
こ
と
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
鴉
が
森
の
方
へ
と
飛
び
去
っ
た
。
夕
日
を
浴
び
て
紫
色
に
輝
い
て
い
た
鴉
は
青
い
鳥
に
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。『
青
い
鳥
』
で
子
ど
も
た
ち
が
不
思
議
な
国
で
青
い
鳥
を
探
し
回
っ
て
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
と
同
様
、
探
し
物
を
探
し
て
み
た
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
二
人
が
散
策
中
に
話
題
に
し
た
ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
の
説
に
基
づ
く
女
性
観
と
恋
愛
論
や
ニ
ー
チ
ェ
の
言
う
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
的
な
も
の
は
鴉
と
な
っ
て
森
の
方
に
飛
び
去
っ
た
。 
第
十
二
章
に
描
か
れ
た
大
宮
公
園
は
、
主
人
公
小
泉
純
一
に
対
し
、
そ
の
上
京
の
目
標
で
あ
る
文
筆
活
動
に
方
向
性
を
提
示
し
、
そ
の
創
作
に
原
点
回
帰
の
契
機
を
与
え
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
大
宮
公
園
は
そ
う
し
た
重
要
な
場
所
と
し
て
選
ば
れ
た
。 
と
こ
ろ
で
、『
青
年
』
第
一
章
で
は
、
純
一
は
千
駄
木
の
鷗
村
の
居
宅
の
駒
寄
の
と
こ
ろ
か
ら
ち
ら
り
と
覗
き
込
ん
だ
。
こ
の
何
気
な
い
仕
草
の
描
写
に
込
め
ら
れ
た
鷗
外
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
第
十
二
章
に
お
け
る
哲
学
者
が
人
間
を
外
側
か
ら
し
か
見
て
い
な
い
と
い
う
主
張
に
つ
な
が
る
伏
線
だ
。
こ
れ
は
外
面
だ
け
で
な
く
内
生
活
ま
で
描
い
て
こ
そ
文
学
作
品
と
し
て
価
値
の
あ
る
も
の
に
な
る
と
い
う
鷗
外
か
ら
文
学
を
志
す
青
年
に
対
す
る
示
唆
で
あ
る
。
同
時
に
、
修
辞
ば
か
り
に
熱
中
し
て
内
面
を
疎
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
警
告
で
も
あ
る
。 
三 
『
青
い
鳥
』
と
『
鴉
』
と
『
沈
黙
の
搭
』 
『
青
年
』
と
同
時
期
に
成
立
し
た
二
つ
の
作
品
『
鴉
』『
沈
黙
の
搭
』
が
あ
る
。『
青
年
』
が
扱
っ
た
青
い
鳥
と
こ
れ
ら
の
作
品
に
現
れ
る
鴉
と
を
対
比
し
て
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。 
森
鷗
外
の
『
鴉
』
は
、
翻
訳
の
短
編
小
説
で
あ
る
。『
鴉
』
の
冒
頭
で
は
年
老
い
た
鴉
が
半
ば
水
に
浸
か
り
そ
う
に
な
り
な
が
ら
流
れ
に
浮
か
ん
で
い
る
木
片
に
止
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
、
通
り
か
か
っ
た
仕
事
に
あ
ぶ
れ
た
男
た
ち
が
木
片
を
蹴
り
、
鴉
は
く
る
く
る
と
回
り
な
が
ら
川
の
流
れ
に
流
さ
れ
て
行
っ
て
し
ま
う
と
い
う
場
面
が
あ
る
。
職
に
あ
ぶ
れ
た
男
た
ち
は
寒
々
し
い
風
景
の
中
を
歩
い
て
行
く
の
だ
が
、
仕
事
に
あ
り
つ
け
る
見
込
み
な
ど
な
い
。
そ
の
中
の
一
人
の
老
人
が
一
行
と
行
き
会
っ
た
青
年
の
言
葉
に
希
望
の
光
を
感
じ
る
。
し
か
し
、
次
の
瞬
間
に
は
そ
の
青
年
は
老
人
に
金
の
無
心
を
す
る
。
他
の
男
た
ち
は
皆
逃
げ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
老
人
は
僅
か
な
金
額
の
金
し
か
持
っ
て
お
ら
ず
、
自
ら
も
他
人
に
金
の
無
心
を
す
る
よ
う
な
立
場
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
老
人
は
青
年
に
有
り
金
す
べ
て
を
差
し
出
し
た
。
そ
し
て
、
鴉
が
し
て
い
た
よ
う
に
川
沿
い
に
整
然
と
並
ん
だ
並
木
で
あ
る
白
楊
の
木
に
背
中
を
寄
せ
て
坐
り
込
ん
だ
。
余
談
で
あ
る
が
、「
白
楊
」
は
森
田
草
平
の
雅
号
の
一
つ
で
も
あ
る
。 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
森
鷗
外
は
『
沈
黙
の
搭
』
を
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
か
く
語
り
き
』
の
序
文
と
し
て
生
田
長
江
に
与
え
た
。
沈
黙
の
搭
と
は
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
死
者
の
弔
い
の
場
・
墓
地
で
あ
る
。
搭
と
い
っ
て
も
丸
く
高
い
壁
が
あ
る
だ
け
で
屋
根
で
覆
わ
れ
て
い
な
い
。
運
び
込
ま
れ
た
遺
体
は
猛
禽
類
が
つ
い
ば
み
一
日
に
し
て
白
骨
に
な
る
と
い
う
。 
森
鷗
外
の
『
沈
黙
の
搭
』
は
、
大
逆
事
件
に
直
面
し
た
日
本
自
然
主
義
文
学
に
向
け
て
書
か
れ
た
と
言
わ
れ
る
。『
沈
黙
の
搭
』
に
は
搭
の
高
み
に
と
ま
る
猛
禽
類
に
代
え
て
鴉
が
登
場
し
、
搭
の
上
で
鴉
の
宴
会
が
さ
か
ん
だ
っ
た
。
で
は
、
な
ぜ
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
か
く
語
り
き
』
の
序
文
が
『
沈
黙
の
搭
』
な
の
か
？ 
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
を
開
い
た
人
の
名
の
独
逸
語
読
み
が
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
な
の
で
あ
る
。
森
鷗
外
が
生
田
長
江
に
序
文
と
し
て
与
え
ら
れ
た
背
景
が
少
し
見
え
た
。 
 
生
田
長
江
は
、
明
治
四
十
二
年
五
月
に
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
の
翻
訳
に
取
り
掛
か
り
、
以
降
一
年
半
そ
の
翻
訳
に
没
頭
し
た
。
自
ら
の
年
譜
に
、
明
治
四
十
三
年
冬
に
は
《
森
鷗
外
先
生
の
御
宅
へ
度
々
推
參
し
て
、『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
の
難
解
な
箇
處
を
教
へ
て
頂
く
》
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
漱
石
に
も
同
翻
訳
の
相
談
に
行
っ
て
い
る
。 
生
田
長
江
は
、
森
田
草
平
を
閨
秀
文
学
会
の
講
師
と
し
て
の
参
加
を
勧
め
、
草
平
は
そ
こ
で
平
塚
ら
い
て
う
と
出
会
う
こ
と
と
な
っ
た
。
草
平
が
相
対
死
未
遂
事
件
を
起
こ
し
た
際
に
は
塩
原
ま
で
捜
索
に
出
向
い
た
。平
塚
ら
い
て
う
率
い
る
一
派
の
活
動
に「
青
鞜
」
と
い
う
名
を
提
案
し
た
人
物
で
も
あ
る
。
面
倒
見
の
良
い
人
物
で
あ
る
。 
『
煤
煙
』
に
登
場
す
る
要
吉
の
友
人
神
戸
の
モ
デ
ル
は
生
田
長
江
で
あ
る
。『
青
年
』
に
登
場
す
る
純
一
の
友
人
瀬
戸
は
誰
で
あ
ろ
う
か
？ 
筆
者
は
『
青
年
』
の
瀬
戸
も
『
煤
煙
』
の
神
戸
と
同
様
、
生
田
長
江
で
あ
ろ
う
と
推
察
す
る
。『
青
年
』
に
お
け
る
瀬
戸
の
性
格
に
加
え
て
「
瀬
戸
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
、
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
港
町
神
戸
に
在
る
生
田
神
社
を
想
起
さ
せ
、
そ
し
て
、
生
田
長
江
を
想
像
さ
せ
る
の
で
あ
る
。 
 
四 
森
田
草
平
の
短
歌
「
水
中
に
溺
る
る
如
き
」 
《
水
中
に
溺
る
る
如
き
手
附
き
し
て 
頭
の
あ
ら
ぬ
偶
像
を
だ
く
》 
こ
の
短
歌
は
、
森
田
草
平
が
森
鷗
外
か
ら
『
煤
煙
』
の
序
『
影
と
形
』
の
稿
本
を
受
け
取
っ
た
明
治
四
十
二
年
十
一
月
六
日
に
開
か
れ
た
観
潮
楼
歌
会
で
最
高
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
短
歌
の
作
者
を
知
っ
た
森
鷗
外
は
「
そ
い
つ
は
―
」
と
言
っ
て
筆
を
取
り
下
の
句
の
一
部
手
直
し
を
し
た
。
そ
う
し
て
完
成
し
た
短
歌
で
あ
る
。
同
歌
会
に
参
加
し
て
い
た
与
謝
野
鉄
幹
は
こ
の
短
歌
を
再
誦
三
誦
し
た
と
い
う
。
草
平
は
こ
の
短
歌
を
エ
ピ
グ
ラ
フ
と
し
て
『
煤
煙
』
の
巻
頭
に
掲
げ
た
。 
岐
阜
市
に
在
る
森
田
草
平
記
念
館
に
は
類
似
の
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
書
と
は
《
人
生
は
水
中
を
泳
ぐ
が
如
し 
浮
い
て
ゐ
る
と
信
じ
て
ゐ
る
間
は
浮
い
て
ゐ
ら
れ
る 
も
う
駄
目
だ
と
思
っ
た
途
端
に
ぶ
く
〳
〵
と
沈
む
も
の
で
あ
る
》と
い
う
も
の
だ
。 
ま
た
、
晩
年
の
随
筆
『
往
時
茫
々
』（
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
）
に
は
、
十
五
歳
で
故
郷
を
離
れ
上
京
し
攻
玉
社
と
い
う
海
軍
に
入
る
た
め
の
学
校
に
入
学
し
た
頃
の
心
持
を
《
非
常
な
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
考
え
方
か
ら
、
水
雷
に
で
も
あ
っ
て
ぶ
か
ぶ
か
死
ん
で
し
ま
う
の
が
一
番
い
い
と
い
う
氣
持
で
あ
っ
た
》
と
も
記
し
て
い
る
。 
自
分
の
生
活
は
《
根
の
な
い
浮
草
》
の
よ
う
だ
と
い
う
『
青
年
』
の
主
人
公
純
一
の
発
想
は
、こ
う
し
た
森
田
草
平
の
水
中
に
浮
か
ぶ
か
沈
む
か
と
い
う
考
え
に
大
変
近
い
。 
森
田
草
平
が
水
中
に
溺
れ
る
如
き
手
附
き
を
し
て
い
る
一
方
で
、『
青
年
』
第
六
章
に
は
、
純
一
が
、《
大
村
と
い
ふ
人
は
何
を
し
て
ゐ
る
人
だ
か
知
ら
な
い
。･･･ 
な
ん
だ
か
力
に
な
つ
て
貰
は
れ
さ
う
な
氣
が
す
る
。
ニ
イ
チ
ェ
と
い
ふ
人
は
、「
己
は
流
の
岸
の
欄
干
だ
」
と
云
つ
た
さ
う
だ
が
、
ど
う
も
此
大
村
が
自
分
の
手
で
摑
へ
る
こ
と
の
出
來
る
欄
干
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
は
れ
て
な
ら
な
い
》
と
考
え
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
欄
干
は
、
流
れ
に
流
さ
れ
溺
れ
て
い
く
者
に
と
っ
て
、
そ
こ
に
留
ま
る
た
め
の
手
助
け
を
し
て
く
れ
る
者
の
象
徴
と
い
う
こ
と
だ
。
森
鷗
外
『
鴉
』
に
描
か
れ
た
鴉
が
つ
か
ま
り
ど
こ
ろ
を
無
く
し
て
川
の
流
れ
に
流
さ
れ
て
い
く
様
子
と
対
比
し
て
捉
え
て
み
た
い
。 
こ
の
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
と
い
う
の
は
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
の
中
の
一
節
だ
。
生
田
長
江
は
こ
れ
を
《
我
は
流
に
沿
え
る
欄
干
な
り
。
我
を
捕
う
る
こ
と
を
得
ん
も
の
は
捕
え
よ
》と
訳
出
し
て
い
る
。鷗
外
か
ら
教
示
を
受
け
た
箇
所
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
。 
氷
川
神
社
の
池
に
掛
る
赤
い
欄
干
の
神
橋
は
、『
青
年
』
が
書
か
れ
た
明
治
四
十
年
代
に
は
既
に
現
在
の
位
置
に
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
は
氷
川
神
社
の
境
内
と
大
宮
公
園
の
敷
地
に
は
、
今
の
よ
う
な
明
確
な
区
別
は
な
か
っ
た
。
大
宮
公
園
散
策
の
際
に
通
る
こ
と
と
な
る
こ
の
赤
い
欄
干
が
森
鷗
外
に
ニ
ー
チ
ェ
の
言
う
流
れ
に
沿
っ
た
救
い
の
欄
干
を
想
起
さ
せ
、
欄
干
が
水
中
に
溺
れ
よ
う
と
す
る
青
年
を
救
う
と
い
う
着
想
に
結
び
つ
い 
 
 
 
 
 
写真６ 森田草平の直筆書 （筆者所蔵） 
「水中に溺るる如き手附して 
頭のあらぬ偶像をだく  
観潮楼歌会詠草  草平」 
写真６ 森田草平の直筆書 （筆者所蔵） 
「水中に溺るる如き手附して 
頭のあらぬ偶像をだく  
観潮楼歌会詠草  草平」 
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
。
こ
の
欄
干
の
掛
か
る
池
は
現
在
で
は
孤
立
し
た
池
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
宮
公
園
造
成
以
前
に
は
氷
川
神
社
境
内
に
在
る
水
源
か
ら
発
し
て
見
沼
田
ん
ぼ
へ
と
連
な
る
水
田
を
潤
す
豊
潤
の
源
を
成
す
流
れ
で
あ
っ
た
。（
写
真
９
） 
 五 
直
筆
書
に
添
え
ら
れ
て
い
た
三
つ
の
断
片
が
語
り
か
け
る 
玉
英
堂
と
い
う
古
書
店
で
「
水
中
に
溺
る
る
如
き
」
の
森
田
草
平
直
筆
書
を
見
つ
け
た
。
元
は
寄
書
帖
の
一
面
で
大
き
さ
は2
4
.
2×
3
6
.
2
セ
ン
チ
。「
玉
英
堂
な
ら
真
贋
性
に
間
違
い
は
な
い
」
と
の
大
学
図
書
館
司
書
か
ら
の
示
唆
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
一
品
物
は
逃
し
て
し
ま
う
と
二
度
と
お
目
に
掛
か
れ
な
い
貴
重
な
史
料
と
考
え
、
手
に
入
れ
る
こ
と
に
し
た
（
写
真
６
）。
届
い
て
き
た
品
物
に
は
法
政
大
学
の
用
箋
に
書
か
れ
た
直
筆
断
片
三
片
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
三
片
は
本
稿
に
お
け
る
論
考
を
裏
付
け
す
る
こ
と
と
な
る
大
変
貴
重
な
史
料
と
な
っ
た
。
森
田
草
平
は
大
正
九
年
に
法
政
大
学
の
教
授
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
使
用
さ
れ
た
用
箋
や
筆
跡
か
ら
、
こ
れ
ら
三
片
は
同
時
期
に
（
大
正
十
年
に
）
書
か
れ
た
森
田
草
平
の
筆
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
断
片
は
Ｍ
君
が
寺
田
寅
彦
と
大
宮
公
園
の
話
を
し
た
際
に
筆
を
取
っ
て
書
い
て
見
せ
た
も
の
か
も
し
れ
ぬ
、
な
ど
と
筆
者
は
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。 
 
 
 
 
 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
直
筆
書
に
添
え
ら
れ
て
い
た
一
つ
目
は
、「
水
中
に
溺
る
る
如
き
」
の
短
歌
が
詠
ま
れ
た
観
潮
楼
が
森
鷗
外
宅
で
あ
る
旨
を
書
き
示
し
た
断
片
で
あ
る
。 
 
二
つ
目
は
陶
淵
明
の
『
帰
去
来
辞
』
の
一
節
で
あ
り
、「
雲
無
心
以
出
岫 
鳥
倦
飛
而
知
還
」。
読
み
下
す
と
「
雲
は
心
無
く
し
て
以
て
岫
を
出
で
、
鳥
は
飛
ぶ
に
倦
き
て
還
る
を
知
る
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
青
年
』
の
大
宮
公
園
の
場
面
の
最
後
で
池
か
ら
飛
び
立
ち
山
の
方
へ
と
飛
び
去
っ
た
鴉
の
姿
を
彷
彿
さ
せ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
試
み
た
が
本
来
の
方
向
（
お
祖
母
さ
ん
の
話
し
た
伝
説
）
に
回
帰
す
る
と
の
意
と
も
取
れ
る
。 
そ
し
て
、
三
つ
目
は
「
能
楽
黒
塚
（
安
達
原
）」
に
つ
い
て
の
書
き
付
け
で
あ
り
、「
大
正
十
年
夏
」
と
あ
る
。
大
正
十
年
は
寺
田
寅
彦
が
Ｍ
君
（
す
な
わ
ち
森
田
草
平
）
と
の
話
を
思
い
出
し
て
大
宮
公
園
に
出
掛
け
た
年
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
大
宮
区
宮
町
に
所
在
す
る
曹
洞
宗
大
宮
山
東
光
寺
に
は
「
黒
塚
」
伝
説
が
あ
る
。
東
光
寺
が
大
宮
公
園
至
近
の
土
地
か
ら
現
在
の
地
に
移
転
し
た
の
は
寛
文
年
間（1
6
6
1
-1
6
7
2
）の
こ
と
で
あ
る
。 
六 
箱
根
で
の
決
意 
～
お
祖
母
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
た
伝
説
へ
の
回
帰
～ 
『
青
年
』
第
二
十
四
章
、
大
晦
日
の
箱
根
福
住
で
、
坂
井
夫
人
が
画
家
岡
村
と
親
密
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
触
れ
、
純
一
か
ら
坂
井
夫
人
に
向
け
ら
れ
た
視
線
は
《
美
し
い
肉
の
塊
が
横
は
つ
て
ゐ
る
》
と
変
化
し
た
。
同
時
に
《
今
何
か
書
い
て
み
た
ら
、
書
け
る
や
う
に
な
つ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
》
と
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
純
一
の
目
指
す
作
風
の
変
化
と
な
っ
て
現
れ
る
。《
純
一
が
書
か
う
と
し
て
ゐ
る
物
は
、
現
今
の
流
行
と
は
少
し
方
角
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
な
ぜ
と
云
ふ
に
、
そ
のs
u
j
e
t
は
國
の
亡
く
な
っ
た
お
祖
母
あ
さ
ん
が
話
し
て
聞
か
せ
た
伝
説
》
で
あ
る
。
坂
井
夫
人
に
会
う
た
め
に
箱
根
に
向
け
て
東
京
を
出
る
少
し
前
に
は
《
所
謂
自
然
派
小
説
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
最
中
で
あ
つ
た
》
が
、《
こ
ん
度
は
現
代
語
で
、
現
代
人
の
微
細
な
觀
察
を
書
い
て
、
そ
し
て
古
い
傳
説
の
味
を
傷
け
な
い
や
う
に
し
て
見
せ
よ
う
》
と
の
方
向
転
換
が
な
さ
れ
た
の
だ
。 
こ
の
純
一
の
主
題
選
択
は
、『
煤
煙
』の
著
者
森
田
草
平
の
実
体
験
と
酷
似
し
て
い
る
。
『
青
年
』
の
小
泉
純
一
の
場
合
と
『
煤
煙
』
の
要
吉
（
す
な
わ
ち
森
田
草
平
）
の
場
合
と
を
比
較
し
て
み
て
も
ら
い
た
い
。『
煤
煙
』
は
草
平
の
実
体
験
に
基
づ
く
創
作
だ
。 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
森
田
草
平
は
、
自
著
『
夏
目
漱
石
』（
昭
和
十
七
年
九
月
二
十
日
発
行
）
に
、
夏
目
漱
石
へ
の
入
門
前
に
は
、《
自
然
主
義
の
文
學
に
接
し
て
、
所
謂
自
然
主
義
の
洗
禮
を
受
け
て
ゐ
た
》
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、『
煤
煙
』
の
前
半
に
は
、
要
吉
（
す
な
わ
ち
森
田
草
平
）
が
、
幼
少
の
頃
に
お
祖
母
さ
ん
か
ら
何
と
も
言
え
ぬ
陰
鬱
で
暗
い
感
じ
が
漂
う
伝
説
を
聞
く
場
面
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
伝
説
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 
要
吉
の
祖
母
は
、
要
吉
の
祖
父
が
切
り
倒
し
た
古
い
木
の
た
め
に
、
毎
月
要
吉
を
連
れ
て
お
詣
り
を
す
る
。
道
三
松
と
呼
ば
れ
た
地
元
で
は
祟
り
が
あ
る
と
し
て
誰
も
近
づ
か
な
か
っ
た
松
を
、
皆
が
止
め
る
の
も
聞
か
ず
に
、
要
吉
の
祖
父
は
切
り
倒
し
て
し
ま
っ
た
。
切
り
倒
し
た
と
き
に
そ
の
古
木
は
血
し
ぶ
き
を
あ
げ
た
。
若
く
血
気
盛
ん
だ
っ
た
祖
父
は
卒
倒
し
て
そ
の
ま
ま
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
要
吉
の
祖
母
は
そ
の
時
以
来
お
詣
り
を
欠
か
さ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
古
木
の
祟
り
か
、
要
吉
の
父
は
手
足
が
不
自
由
と
な
る
病
に
寝
込
み
、
そ
の
ま
ま
亡
く
な
っ
た
。 
要
吉
の
祖
母
で
あ
る
《
老
婆
は
歸
り
の
道
す
が
ら
孫
に
向
つ
て
聞
か
せ
た
「
こ
の
様
に
し
て
毎
月
お
前
を
連
れ
て
來
て
、
道
三
の
墓
へ
お
詣
り
し
て
お
詫
び
を
す
る
の
も
、
皆
お
前
の
祖
父
様
が
餘
り
氣
が
荒
か
つ
た
た
め
ば
か
り
ぢ
や
。
あ
の
時
私
が
い
く
ら
留
め
た
か
知
れ
ん
の
に
聞
き
入
れ
な
さ
ら
ん
で
、
昔
か
ら
祟
り
が
あ
る
と
云
ふ
道
三
松
を
到
頭
伐
つ
て
お
仕
舞
ひ
な
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
自
家
は
道
三
に
祟
ら
れ
た
の
ぢ
や
。」》 
 七 
『
青
年
』
と
『
煤
煙
』
に
描
か
れ
た
〝
お
絹
さ
ん
〟
を
め
ぐ
っ
て 
 
坂
井
夫
人
と
の
決
別
を
決
め
た
純
一
は
、
翌
朝
、
一
泊
し
た
の
み
の
柏
屋
を
発
つ
こ
と
を
部
屋
に
来
た
女
中
に
伝
え
る
。
そ
の
女
中
は
別
の
女
中
に
言
及
し
て
《
お
絹
さ
ん
が
き
つ
と
び
つ
く
り
す
る
わ
》
と
応
じ
た
。
こ
こ
で
そ
の
女
中
の
名
が
お
絹
と
分
か
っ
た
。
こ
の
直
前
、
純
一
は
前
夜
部
屋
に
来
た
女
中
に
つ
い
て
、《
あ
の
女
は
ど
こ
か
柔
か
み
の
あ
る
氣
に
入
つ
た
女
だ
》
と
考
え
て
い
た
。『
青
年
』
最
終
章
か
ら
引
用
す
る
。 
《
純
一
が
立
つ
て
出
る
と
、
女
中
が
革
包
を
持
つ
て
跡
か
ら
來
た
。･･･
皆
純
一
に
暇
乞
を
し
た
。お
絹
は
背
後
の
方
に
し
ょ
ん
ぼ
り
立
つ
て
ゐ
て
、一
人
遅
れ
て
辭
儀
を
し
た
。》 
こ
の
『
青
年
』
の
女
中
お
絹
と
の
別
れ
の
場
面
は
、『
煤
煙
』
前
半
の
最
終
局
面
と
酷
似
し
て
い
る
。
両
者
を
比
較
し
て
み
て
も
ら
い
た
い
。『
青
年
』
は
明
治
四
十
三
年
三
月
一
日
か
ら
翌
年
八
月
一
日
ま
で
『
ス
バ
ル
』
に
連
載
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
一
方
、『
煤
煙
』
は
明
治
四
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
五
月
十
六
日
に
か
け
て
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
母
お
絹
と
叔
父
様
と
の
間
の
金
の
問
題
に
一
定
の
決
着
を
つ
け
た
要
吉
は
、
お
絹
に
《
明
日
の
朝
東
京
へ
歸
ら
う
と
思
ひ
ま
す
》
と
伝
え
る
と
、
お
絹
は
《
何
う
し
て
、
急
に
そ
ん
な
事
を
言
ひ
出
す
の
だ
え
》
と
泣
き
出
し
そ
う
な
顔
に
な
っ
た
。
翌
朝
、
故
郷
を
後
に
す
る
要
吉
が
停
車
場
に
着
い
た
際
の
描
写
を
『
煤
煙
』
か
ら
引
用
す
る
。 
《
不
圖
、
今
朝
立
ち
が
け
に
門
迄
送
つ
て
出
て
悄
然
（
し
ょ
ん
ぼ
り
）
立
つ
て
ゐ
た
お
絹
の
顔
が
泛
ん
だ
。
明
日
立
つ
と
言
ひ
出
し
て
か
ら
は
、
お
絹
は
唯
お
ろ
お
ろ
し
て
、
荷
拵
へ
を
手
傳
ふ
間
も
始
終
涙
含
ん
で
計
り
ゐ
た
。》 
 
 
 
 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
『
煤
煙
』
に
お
い
て
、
要
吉
（
す
な
わ
ち
森
田
草
平
）
の
母
お
絹
と
関
係
を
持
つ
叔
父
様
と
呼
ば
れ
る
男
は
老
画
家
で
あ
る
。
要
吉
は
亡
く
な
っ
た
父
で
は
な
く
こ
の
老
画
家
が
自
分
の
父
親
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
を
持
っ
て
い
る
。
要
吉
は
お
絹
と
老
画
家
が
土
地
を
元
手
に
金
を
工
面
す
る
相
談
を
受
け
て
争
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
出
く
わ
し
、
故
郷
を
離
れ
る
決
意
を
し
て
い
る
。
他
方
、『
青
年
』
の
箱
根
の
場
面
は
、
純
一
が
自
分
を
誘
惑
し
た
坂
井
夫
人
が
画
家
岡
村
と
懇
意
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
出
く
わ
し
、
坂
井
夫
人
と
の
決
別
を
決
意
す
る
と
い
う
筋
で
あ
る
。
箱
根
福
住
で
の
坂
井
夫
人
と
画
家
岡
村
の
姿
が
、『
煤
煙
』
の
要
吉
の
母
お
絹
と
叔
父
様
の
関
係
に
重
な
る
。
都
会
の
有
閑
マ
ダ
ム
と
田
舎
の
素
朴
な
女
性
と
い
う
差
は
あ
る
も
の
の
、
共
に
未
亡
人
で
あ
り
、
相
手
が
画
家
と
い
う
点
が
一
致
す
る
。
ま
た
、
金
夜
叉
と
色
夜
叉
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
夜
叉
と
化
し
た
女
性
の
姿
に
触
れ
た
青
年
が
そ
の
女
性
（
母
で
あ
れ
、
妙
齢
の
誘
惑
的
女
性
で
あ
れ
）
と
の
決
別
を
決
意
す
る
と
い
う
筋
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
。 
『
煤
煙
』
の
前
半
に
お
け
る
要
吉
の
煩
悶
は
、
自
分
は
母
の
不
義
の
子
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
で
あ
る
反
面
、
も
し
仮
に
父
の
子
で
な
ら
父
と
同
様
に
朽
ち
果
て
て
い
く
病
の
遺
伝
の
恐
れ
に
苦
し
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
だ
。
お
絹
は
要
吉
の
父
の
生
前
か
ら
男
を
自
宅
に
出
入
り
さ
せ
、
ま
だ
ほ
ん
の
子
供
だ
っ
た
要
吉
に
は
こ
の
男
を
叔
父
様
と
呼
ば
せ
た
。
お
絹
は
売
れ
な
い
老
画
家
で
あ
る
叔
父
様
の
た
め
に
沢
山
あ
っ
た
農
地
山
林
の
大
方
を
段
々
と
売
り
払
っ
て
銭
を
工
面
し
て
き
て
い
た
の
だ
っ
た
。 
『
煤
煙
』
に
登
場
す
る
要
吉
の
母
お
絹
は
、『
青
年
』
で
純
一
が
宿
泊
し
た
箱
根
の
旅
館
・
柏
屋
の
女
中
お
絹
と
同
様
に
立
ち
居
振
る
舞
い
も
語
り
口
調
も
柔
ら
か
で
、
毒
婦
や
奸
婦
と
い
う
類
い
の
女
で
は
な
い
。
極
め
て
素
朴
な
人
で
あ
る
。
そ
の
人
が
な
ぜ
叔
父
様
と
不
義
の
関
係（
今
日
で
言
う「
不
倫
」）に
な
っ
た
の
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。 
 
第
四
部 
大
宮
・
浦
和
と
森
田
草
平
の
関
係
に
つ
い
て 
 
 『
青
年
』
第
十
二
章
で
小
泉
純
一
が
大
宮
公
園
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
根
津
神
社
と
大
宮
公
園
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
森
田
草
平
『
煤
煙
』
に
お
け
る
大
宮
駅
の
位
置
付
け
な
ど
を
整
理
す
る
。 
 一 
『
青
年
』
に
お
け
る
千
駄
木
の
根
津
神
社
と
大
宮
公
園
の
描
写
の
相
似
性 
『
青
年
』
の
冒
頭
、
東
京
に
到
着
し
た
ば
か
り
の
純
一
が
歩
き
回
る
千
駄
木
界
隈
の
場
面
で
根
津
神
社
が
登
場
す
る
。
根
津
神
社
は
、《
坂
を
降
り
て
左
側
の
鳥
居
を
這
入
る
。
花
崗
石
を
敷
い
て
あ
る
道
を
根
津
神
社
の
方
へ
行
く
。･･･ 
小
さ
い
門
を
左
の
方
へ
出
る
と
、
溝
の
や
う
な
池
が
あ
つ
て
、
向
う
の
小
高
い
處
に
は
常
磐
木
の
間
に
葉
の
黄
ば
ん
だ
木
の
雜
つ
た
木
立
が
あ
る
。》
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。 
一
方
、
第
十
二
章
で
登
場
す
る
氷
川
神
社
の
裏
側
の
大
宮
公
園
は
《
二
人
は
公
園
の
門
を
這
入
つ
た
。
常
磐
木
の
間
に
、
葉
の
黄
ば
ん
だ
雜
木
の
交
つ
て
ゐ
る
茂
み
を
見
込
む
、
二
本
柱
の
門
に
、
大
宮
公
園
と
大
字
で
書
い
た
木
札
の
、
稍
古
び
た
の
が
掛
か
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。》
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
宮
公
園
の
門
で
、
純
一
は
《
落
葉
の
散
ら
ば
つ
て
ゐ
る
、
幅
の
廣
い
道
に
、
人
の
影
も
見
え
な
い
》
と
こ
ろ
を
《
な
る
程
大
村
の
散
歩
に
來
さ
う
な
處
だ
》
と
思
う
の
で
あ
る
。『
青
年
』
の
冒
頭
か
ら
、
根
津
神
社
と
大
宮
公
園
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
伏
線
が
引
か
れ
て
い
た
の
だ
。
大
村
が
鷗
外
そ
の
人
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
観
潮
楼
か
ら
程
近
い
根
津
神
社
を
よ
く
散
策
し
た
鷗
外
は
、
そ
の
風
景
に
よ
く
似
た
大
宮
公
園
が
気
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。 
こ
こ
で
改
め
て
、『
青
年
』
冒
頭
に
描
か
れ
た
根
津
神
社
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、《
剥
げ
た
木
像
の
据
ゑ
て
あ
る
隨
身
門
か
ら
内
を
、
古
風
な
瑞
籬
で
圍
ん
で
あ
る
。
故
鄕
の
家
で
、
お
祖
母
様
の
お
部
屋
に
、
錦
繪
の
屏
風
が
あ
つ
た
。
そ
の
繪
に
、
ど
こ
の
神
社
で
あ
つ
た
か
知
ら
ぬ
が
、
こ
ん
な
瑞
垣
が
あ
つ
た
と
思
ふ
。》
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。 
純
一
は
根
津
神
社
の
風
景
を
故
郷
の
お
祖
母
さ
ん
の
思
い
出
に
重
ね
て
見
て
い
た
の
だ
。
前
述
の
と
お
り
、
こ
の
風
景
は
ま
た
大
宮
公
園
の
風
景
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
風
景
が
純
一
の
心
に
想
起
さ
せ
る
お
祖
母
さ
ん
の
思
い
出
が
、
純
一
を
故
郷
に
お
け
る
伝
説
を
主
題
と
し
た
創
作
活
動
へ
と
向
か
わ
せ
た
の
だ
。 
 二 
『
煤
煙
』
に
お
け
る
大
宮
駅
と
汽
車
の
こ
と 
森
田
草
平
は
、明
治
四
十
年
前
後
し
ば
し
ば
大
宮
近
く
の
浦
和
の
安
宿
に
来
て
お
り
、
大
宮
界
隈
に
な
じ
み
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
夏
目
漱
石
『
坑
夫
』
冒
頭
部
分
の
東
京
を
後
に
し
て
北
へ
北
へ
向
か
う
青
年
の
道
程
に
現
れ
る
描
写
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
大
宮
駅
は
東
京
か
ら
塩
原
温
泉
方
面
に
向
か
う
際
の
通
過
駅
で
あ
る
。 
《
や
が
て
大
宮
に
着
く
。
要
吉
は
女
を
促
し
て
汽
車
を
出
た
。
明
日
の
朝
汽
車
を
待
つ
て
東
北
へ
向
ふ
積
り
で
あ
る
。
他
に
行
く
べ
き
場
所
も
手
段
も
殘
さ
れ
な
い
や
う
に
、
此
處
で
降
り
た
の
は
何
の
た
め
か
分
ら
な
い
。
二
人
は
停
車
場
を
出
て
大
通
り
を
一
町
許
り
行
つ
た
が
何
處
の
家
も
寝
鎭
つ
て
ゐ
る
。唯
一
軒
大
戸
を
開
け
た
家
を
見
附
け
て
、
そ
の
二
階
へ
上
つ
た
。》
と
い
う
の
が
、『
煤
煙
』
の
大
宮
到
着
の
様
子
で
あ
る
。 
 
 
 
 
 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
平
塚
ら
い
て
う
は
《
こ
の
列
車
は
大
宮
ど
ま
り
で
し
た
。
仕
方
な
く
、
駅
前
の
古
ぼ
け
た
旅
館
の
一
室
で
一
夜
を
過
ご
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。･･･
宿
屋
の
寒
々
と
し
た
一
室
で
、ふ
た
り
は
、翌
朝
の
一
番
列
車
を
待
っ
て
一
夜
を
語
り
明
し
た
の
で
す
が
、
熱
い
お
茶
一
杯
飲
む
で
も
な
く
、
そ
れ
で
寒
い
と
も
、
待
ち
遠
し
い
と
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。》
と
、
そ
の
著
著
『
元
始
、
女
性
は
太
陽
で
あ
っ
た
』
に
記
し
て
い
る
。 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
当
時
の
汽
車
時
刻
表
を
調
べ
て
み
た
。
上
野
発
の
最
終
の
下
り
の
汽
車
は
午
後
一
〇
時
一
五
分
発
。
確
か
に
大
宮
止
ま
り
だ
。
塩
原
方
面
に
向
か
う
汽
車
は
上
野
駅
を
午
後
九
時
一
〇
分
に
出
て
し
ま
っ
て
い
た
。『
煤
煙
』
で
は
、
朋
子
が
約
束
の
時
刻
に
遅
れ
た
た
め
こ
の
汽
車
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
が
、
仮
に
こ
の
汽
車
に
乗
れ
た
と
し
て
も
西
那
須
野
駅
へ
の
到
着
は
午
前
一
時
四
十
四
分
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
到
着
し
た
先
で
困
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
宮
で
の
一
泊
は
、
大
宮
・
浦
和
の
宿
に
精
通
し
た
森
田
草
平
が
用
意
周
到
に
準
備
し
た
計
画
的
旅
程
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
上
野
駅
を
出
る
と
き
、
行
先
の
選
択
を
「
山
か
海
か
」
と
問
う
た
森
田
草
平
の
手
に
は
既
に
西
那
須
野
行
き
の
切
符
が
あ
っ
た
と
平
塚
ら
い
て
う
は
後
日
談
を
記
し
て
い
る
。
西
那
須
野
駅
は
塩
原
温
泉
の
最
寄
り
の
鉄
道
駅
で
あ
る
。
相
対
死
を
企
て
て
東
京
を
出
る
こ
と
と
し
た
時
点
で
、
草
平
の
頭
の
中
に
は
塩
原
温
泉
の
雪
山
が
あ
り
、
途
中
、
大
宮
駅
前
の
宿
屋
に
一
泊
す
る
こ
と
が
既
に
計
画
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。 
 
三 
馬
場
孤
蝶
の
『
浦
和
の
思
い
出
』 
夏
目
漱
石
門
下
に
入
る
以
前
、
明
治
三
十
六
年
の
暮
れ
に
、
森
田
草
平
は
丸
山
福
山
町
四
番
地
に
一
軒
の
小
家
を
見
つ
け
、
こ
こ
に
引
っ
越
し
て
下
宿
し
た
。
偶
然
探
し
当
て
た
こ
の
家
は
樋
口
一
葉
終
焉
の
家
で
あ
っ
た
。
馬
場
孤
蝶
か
ら
そ
の
家
が
樋
口
一
葉
終
焉
の
家
で
あ
る
と
知
ら
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
馬
場
孤
蝶
は
こ
の
森
田
草
平
の
下
宿
を
し
ば
し
ば
訪
ね
た
。「
し
ば
し
ば
」
と
い
う
の
も
尋
常
な
頻
度
で
は
な
い
。
三
日
に
あ
げ
ず
で
あ
る
。樋
口
一
葉
が
先
輩
後
輩
の
垣
根
を
取
り
払
っ
た
よ
う
だ
。ま
た
、
森
田
草
平
の
友
人
も
続
々
遊
び
に
来
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
三
十
七
年
に
は
こ
の
家
を
会
場
に
し
て
一
葉
祭
を
催
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。 
そ
の
馬
場
孤
蝶
が
『
浦
和
の
思
ひ
出
』
と
い
う
短
い
随
筆
を
遺
し
て
い
る
。 
《
私
が
浦
和
中
學
校
（
當
事
は
埼
玉
縣
立
第
一
尋
常
中
學
校
と
稱
し
た
と
思
ふ
）
へ
雇
は
れ
て
行
つ
た
の
は
、
明
治
卅
年
の
二
月
半
ば
過
ぎ
で
あ
つ
た
。
…
後
に
貴
族
院
議
員
に
な
つ
て
亡
く
な
つ
た
千
頭
清
臣
と
い
ふ
人
が
あ
つ
て
、… 
私
は
千
頭
氏
か
ら
推
薦
さ
れ
て
浦
和
へ
行
く
こ
と
に
な
つ
た
の
だ
。》 
森
田
草
平
は
馬
場
孤
蝶
に
先
輩
後
輩
を
超
え
た
親
し
み
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
会
話
す
る
中
に
は
浦
和
の
思
い
出
に
つ
い
て
も
聞
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
森
田
草
平
が
浦
和
や
大
宮
に
つ
い
て
知
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
馬
場
孤
蝶
か
ら
聞
い
た
話
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。 
 四 
森
田
草
平
と
浦
和
の
安
宿 
《
君
が
手
紙
を
よ
こ
さ
な
い
か
顔
を
出
さ
な
い
と
何
だ
か
存
在
を
疑
ふ
様
に
な
る
外
の
人
に
は
そ
ん
な
心
配
が
な
い
。
是
は
君
が
氣
ま
ぐ
れ
に
浦
和
の
安
宿
り
抔
へ
行
つ
て
考
へ
込
む
病
氣
が
あ
る
所
爲
だ
ら
う
と
思
ふ
。》 
 
こ
れ
は
明
治
三
十
九
年
十
一
月
六
日
付
の
夏
目
漱
石
か
ら
森
田
草
平
宛
て
の
書
簡
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
十
月
二
十
一
日
に
漱
石
は
草
平
に
手
紙
を
二
通
書
い
て
い
る
。
そ
れ
は
大
変
シ
リ
ア
ス
な
内
容
だ
っ
た
（
図
３
に
一
部
引
用
掲
載
）。
草
平
は
こ
の
書
簡
の
全
集
掲
載
の
た
め
の
提
供
を
随
分
躊
躇
し
た
。
結
局
、
全
集
に
掲
載
し
た
の
だ
が
、
草
平
に
は
《
輕
は
ず
み
で
な
か
つ
た
か
と
い
ふ
や
う
な
悔
い
は
後
に
殘
つ
た
》。 
こ
の
夏
目
漱
石
か
ら
の
手
紙
を
読
ん
だ
森
田
草
平
は
机
の
前
で
考
え
込
み
、そ
し
て
、
こ
の
手
紙
を
懐
中
に
抱
き
締
め
て
《
湯
に
で
も
行
く
や
う
な
恰
好
を
し
て
、
一
人
で
ぶ
ら
り
と
戸
外
へ
出
た
。
日
は
既
に
傾
い
て
ゐ
た
。
私
の
足
は
郊
外
へ
向
か
つ
て
ゐ
た
。
そ
れ
も
中
仙
道
を
北
へ･･･ 
た
だ
北
へ
〳
〵
と
夜
通
し
歩
い
て
行
つ
た
。》 
こ
れ
は
森
田
草
平
著
『
続
夏
目
漱
石
』
の
一
節
で
あ
る
。
引
用
を
続
け
る
。
北
へ
北
へ
と
歩
き
続
け
た
理
由
に
つ
い
て
は
、《
か
ね
て
自
分
が
失
踪
し
て
後
を
晦
ま
す
な
ら
、
こ
う
し
て
中
仙
道
を
北
へ
〳
〵
と
歩
い
て
行
く
だ
ら
う
と
思
つ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
無
意
識
に
働
い
て
、
そ
の
通
り
に
歩
い
て
ゐ
た
も
の
と
見
え
る
。》
と
記
し
て
い
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
草
平
に
無
意
識
に
働
い
た
こ
と
の
背
景
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
中
山
道
は
東
京
か
ら
浦
和
、
大
宮
を
通
り
関
東
平
野
を
縦
断
し
た
後
に
碓
氷
峠
を
越
え
て
信
州
に
入
り
木
曽
へ
と
向
か
う
街
道
で
あ
る
。
森
田
草
平
は
岐
阜
出
身
の
人
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
心
理
の
深
層
に
中
山
道
は
故
郷
や
先
祖
へ
の
道
と
い
う
考
え
が
刻
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。 
さ
て
、
森
田
草
平
は
浦
和
の
安
宿
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
き
続
け
て
い
る
。 
《
蕨
も
過
ぎ
、
浦
和
の
町
外
れ
へ
か
ゝ
つ
た
時
は
、
さ
す
が
に
私
も
く
た
び
れ
た
。
一
軒
の
安
宿
が
未
だ
起
き
て
い
る
ら
し
く
、
懸
行
燈
に
灯
が
と
ぼ
っ
て
い
る
の
を
見
附
け
て
、
無
理
に
頼
ん
で
、
そ
の
晩
は
泊
め
て
貰
つ
た
。･･･
 
森
閑
と
し
た
家
で
は
あ
つ
た
が
、
裏
二
階
の
方
で
老
人
ら
し
い
男
の
聲
と
若
い
娘
ら
し
い
話
し
聲
が
耳
に
附
い
て
、
何
時
ま
で
も
眠
れ
な
か
つ
た
。》 
《
明
く
る
朝
目
を
覺
ま
し
た
時
に
は
、
大
分
氣
持
ち
が
變
わ
つ
て
ゐ
た
。
朝
飯
を
濟
ま
す
と
、
す
ぐ
に
宿
を
出
た
が
、
も
う
北
の
方
へ
向
か
つ
て
旅
を
つ
ゞ
け
る
氣
は
な
か
つ
た
。
近
く
の
神
社
の
境
内
へ
入
つ
て
、
も
う
一
度
先
生
の
手
紙
を
ゆ
っ
く
り
と
讀
み
返
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
懐
中
へ
し
ま
ふ
と
、
今
度
は
停
車
場
の
方
角
を
尋
ね
て
、
そ
ち
ら
へ
行
つ
た
。二
度
同
じ
道
を
歩
い
て
歸
る
氣
は
も
う
な
く
な
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
写真７ 絵葉書 「大宮駅前篠崎旅館本店」 
（筆者所蔵） 
平塚らいてうが言う《駅前の古ぼけた旅館》であろう。 
写真８ 絵葉書「浦和郊外松並木」（筆者所蔵） 
明治の末から大正頃の絵葉書であり、北浦和辺りを撮
影したものと推定される。街道の道幅や街道両側の盛り
土の様子、街道の中央には荷馬車が確認できる。 
で
、
次
の
汽
車
で
上
野
ま
で
引
き
返
し･･･
 
丸
山
福
山
町
ま
で
戻
つ
て
來
た
。》 
中
山
道
を
歩
い
て
東
京
方
面
に
は
引
き
返
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
登
場
す
る
「
停
車
場
」
は
大
宮
駅
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
 
＊
＊
＊ 
漱
石
が
草
平
宛
て
の
手
紙
に
記
し
た
浦
和
の
安
宿
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
昭
和
五
年
に
発
行
さ
れ
た
『
全
国
遊
郭
案
内
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
興
味
深
い
の
で
引
用
す
る
。 
《
埼
玉
県
は
廃
娼
県
で
、
貸
座
敷
業
は
一
軒
も
無
い
。
従
っ
て
娼
妓
も
居
な
い
訳
だ
。
け
れ
共
乙
種
料
理
店
と
云
ふ
の
が
あ
つ
て
此
れ
に
代
つ
て
居
る
。
組
織
や
制
度
も
殆
ん
ど
娼
妓
と
変
る
所
は
無
い
。
形
式
は
変
つ
て
居
て
も
内
容
に
於
て
は
殆
ん
ど
同
一
の
も
の
で
あ
る
。･･･
 
浦
和
町
中
野
原
新
開
地
は
埼
玉
県
浦
和
町
字
中
野
原
新
開
地
に
あ
つ
て
鉄
道
は
東
北
線
浦
和
駅
で
下
車
、
浦
和
町
の
東
、
鉄
道
路
線
の
東
方
（
向
ふ
側
）
に
あ
つ
て
、
乙
種
料
理
店
の
集
合
で
あ
る
。
此
の
乙
種
料
理
店
が
遊
楼
兼
料
理
店
の
形
式
を
な
し
て
居
り
、
而
も
警
察
の
公
認
を
得
て
家
毎
に
酌
婦
を
置
い
て
居
る
の
で
あ
る
。･･･
 
縣
廰
が
あ
り
、
高
等
學
校
が
出
來
て
か
ら
は
急
に
町
が
發
展
し
出
し
て
來
た
ろ
だ
。
花
柳
界
も
學
校
の
花
柳
界
だ
と
云
は
れ
て
居
る
程
學
生
の
客
が
多
い
。》 
こ
れ
に
先
立
つ
記
録
を
探
す
と
、
明
治
十
五
年
三
月
五
日
の
読
売
新
聞
に
《
埼
玉
縣
下
に
て
ハ
貸
座
敷
と
い
ふ
ハ
熊
ヶ
谷
宿
ば
か
り
許
可
に
な
ッ
て
居
る ･･･
 
今
度
北
足
立
郡
浦
和
宿
の
何
某
が
發
起
で ･･･
 
貸
座
敷
を
設
け
た
い
と
其
願
書
を
郡
長
天
野
三
郎
氏
へ
差
出
せ
し
》
と
伝
え
る
記
事
が
あ
っ
た
。 
森
田
草
平
宛
の
漱
石
の
手
紙
に
現
れ
る
浦
和
の
安
宿
が
、
時
代
が
下
っ
て
大
正
年
間
以
降
に
は
、乙
種
料
理
店
と
し
て
拡
大
し
て
行
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 
 五 
夏
目
漱
石
『
坑
夫
』
の
松
原
と
森
鷗
外
『
青
年
』
の
掛
茶
屋 
《
さ
っ
き
か
ら
松
原
を
通
っ
て
る
ん
だ
が
、
松
原
と
云
う
も
の
は
絵
で
見
た
よ
り
も
よ
っ
ぽ
ど
長
い
も
ん
だ
。
い
つ
ま
で
行
っ
て
も
松
ば
か
り
生
え
て
い
て
い
っ
こ
う
要
領
を
得
な
い
。》 
こ
れ
は
夏
目
漱
石
『
坑
夫
』
の
冒
頭
に
表
現
さ
れ
た
松
原
の
様
子
で
あ
る
。 
 
《
東
京
を
立
っ
た
の
は
昨
夕
の
九
時
頃
で
、
夜
通
し
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
北
の
方
へ
歩
い
て
来
た
ら
草
臥
れ
て
眠
く
な
っ
た
。
泊
る
宿
も
な
し
金
も
な
い
か
ら
暗
闇
の
神
楽
堂
へ
上
っ
て
ち
ょ
っ
と
寝
た
。
何
で
も
八
幡
様
ら
し
い
。
寒
く
て
目
が
覚
め
た
ら
、
ま
だ
夜
は
明
け
離
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
の
べ
つ
平
押
し
に
こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
た
よ
う
な
も
の
の
、
こ
う
や
た
ら
に
松
ば
か
り
並
ん
で
い
て
は
歩
く
精
が
な
い
。》
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
こ
の
松
原
は
ち
ょ
っ
と
寝
た
神
楽
殿
よ
り
も
北
方
に
在
る
こ
と
に
な
る
。 
こ
の
『
坑
夫
』
に
表
現
さ
れ
た
風
景
と
、
前
述
の
森
田
草
平
が
夏
目
漱
石
か
ら
の
手
紙
を
胸
に
抱
え
て
歩
い
て
行
っ
た
中
山
道
の
道
中
の
描
写
は
大
変
似
て
い
る
。『
坑
夫
』
が
朝
日
新
聞
に
連
載
開
始
さ
れ
た
の
は
明
治
四
十
一
年
一
月
一
日
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
森
田
草
平
が
中
山
道
の
漂
泊
の
旅
に
出
た
の
は
明
治
三
十
九
年
十
月
末
の
こ
と
で
あ
る
。
『
坑
夫
』
の
冒
頭
は
漱
石
が
草
平
の
経
験
談
を
基
に
創
作
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
漱
石
の
日
記
な
ど
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
筆
者
に
は
そ
う
思
え
て
な
ら
な
い
。 
休
ん
だ
場
所
が
安
宿
か
ら
神
楽
殿
に
変
わ
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
『
坑
夫
』
の
松
原
は
一
夜
休
ん
だ
先
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
浦
和
よ
り
も
北
方
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
写
真
８
に
示
し
た
絵
葉
書
に
注
目
し
て
欲
し
い
。
街
道
の
両
側
は
松
並
木
で
あ
る
。
東
京
を
出
て
中
山
道
を
北
へ
北
へ
と
向
か
う
と
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
浦
和
辺
り
に
着
く
。
夜
九
時
に
板
橋
を
発
っ
た
と
す
れ
ば
午
前
二
時
頃
に
到
達
で
き
る
丁
度
時
間
的
に
合
致
す
る
距
離
で
あ
る
。『
坑
夫
』
は
、
更
に
、《
不
断
な
ら
競
争
も
で
き
る
が
、
こ
う
松
ば
か
り
じ
ゃ
所
詮
敵
わ
な
い
。》
と
続
く
。
明
治
四
十
年
代
に
は
、
東
京
高
等
師
範
学
校
等
複
数
の
学
校
が
大
宮
公
園
ま
で
の
中
山
道
を
長
距
離
競
争
コ
ー
ス
に
し
て
い
た
。
当
時
の
新
聞
に
も
そ
れ
を
伝
え
る
記
事
が
あ
る
か
ら
、
漱
石
が
「
競
争
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
。
こ
れ
が
『
坑
夫
』
に
描
か
れ
た
松
原
だ
ろ
う
か
？ 
い
や
、
こ
れ
は
松
並
木
で
あ
っ
て
松
原
で
は
な
い
。 
で
は
、
松
原
は
？ 
明
治
十
四
年
に
作
成
さ
れ
た
地
図
に
は
土
地
利
用
方
法
が
漢
字
で
記
載
さ
れ
て
お
り
、ま
だ
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
る
以
前
の
土
地
の
様
子
が
よ
く
分
か
る
。
こ
の
地
図
で
松
原
の
存
在
を
確
認
し
て
み
た
。
す
る
と
、
氷
川
神
社
北
方
の
広
大
な
土
地
に
「
松
」
の
文
字
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
た
（
図
２
）。
こ
れ
こ
そ
漱
石
の
言
う
松
原
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
文
献
を
探
し
た
。
あ
っ
た
。 
 
西
角
井
正
慶
が
記
し
た
『
吾
が
市
の
観
光
』
と
題
す
る
文
章
に
は
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。当
時
同
氏
は
国
学
院
大
学
教
授
、大
宮
市
文
化
財
保
護
委
員
を
務
め
て
い
た
。 
 
西
角
井
正
慶
の
『
吾
が
市
の
観
光
』
は
、『
観
光
お
お
み
や
』
と
い
う
小
冊
子
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
発
行
年
は
定
か
で
な
い
が
、
昭
和
三
十
五
年
頃
の
発
行
と
聞
く
。 
《
大
宮
公
園
の
裏
山
は
、
宮
原
の
方
ま
で
続
い
て
い
た
。
盆
栽
村
を
通
り
、
今
の
植
竹
町
の
あ
た
り
で
、
昔
の
原
市
道
を
土
呂
の
畑
に
貫
け
る
ま
で
、
ほ
ぼ
半
里
位
は
、
人
ツ
子
ひ
と
り
会
わ
な
い
静
か
な
山
路
気
分
に
浸
れ
た
も
の
だ
つ
た
。･･･
 
昭
和
十
年
頃
だ
つ
た
ろ
う
、
子
供
を
つ
れ
て
女
郎
花
を
取
り
に
歩
い
た
時
「
こ
こ
ら
は
何
時
町
に
な
る
の
」
と
聞
く
も
の
だ
か
ら
、「
さ
あ
町
に
な
ん
か
な
る
ま
い
よ
」
と
、
こ
の
森
林
地
帯
に
愛
惜
を
持
つ
私
は
、
半
ば
願
う
よ
う
な
気
持
で
答
え
た
。
そ
の
辺
は
今
の
植
竹
中
学
あ
た
り
だ
。》 
こ
の
よ
う
に
か
つ
て
大
宮
公
園
北
側
の
後
背
地
は
広
大
な
松
原
だ
っ
た
。
西
角
井
正
慶
の
言
う
《
裏
山
》
の
《
森
林
地
帯
》
が
将
に
『
坑
夫
』
に
描
か
れ
た
松
原
で
あ
ろ
う
。 
夏
目
漱
石
に
と
っ
て
は
、
こ
の
松
原
は
か
つ
て
正
岡
子
規
と
遊
ん
だ
大
宮
公
園
の
丘
の
上
に
在
っ
た
萬
松
楼
（写
真
２
、
写
真
３
、
写
真
１
０
）の
窓
の
外
に
広
が
っ
て
い
た
風
景
で
あ
る
。 
余
談
で
あ
る
が
、
平
成
の
今
日
、
宮
原
駅
の
北
方
に
「
松
原
公
園
」
が
在
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
こ
の
辺
り
一
帯
が
松
原
で
あ
っ
た
名
残
を
伝
え
る
地
名
で
あ
る
。 
以
上
、
大
宮
公
園
周
辺
の
松
原
・
松
並
木
を
見
て
き
た
。 
夏
目
漱
石
『
坑
夫
』
で
「
働
か
な
い
か
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
る
掛
茶
屋
も
、
森
鷗
外
『
青
年
』
の
大
宮
公
園
の
場
面
に
描
か
れ
た
池
の
畔
の
掛
茶
屋
も
、
松
原
や
松
林
の
公
園
の
中
に
在
っ
て
、
い
ず
れ
も
葭
簀
（
葦
簀
）
を
立
て
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
掛
茶
屋
が
同
じ
店
で
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
そ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
松
林
の
中
と
い
う
設
定
は
相
似
し
て
い
る
。
し
か
も
い
ず
れ
も
季
節
は
晩
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
で
あ
る
。
ま
た
、
森
田
草
平
の
中
山
道
漂
泊
の
旅
の
季
節
と
も
一
致
し
て
い
る
。
松
原
の
中
の
掛
茶
屋
の
風
景
は
森
鷗
外
、夏
目
漱
石
、森
田
草
平
を
つ
な
ぐ
大
切
な
要
な
の
だ
。 
 
図２ 氷川神社北方の松原 
【出典】 明治 14 年 1 月、第一測期第二測回 
「埼玉縣下武蔵國北足立郡大和田村及び土呂村」 
 
氷川神社の北方の広大な土地に「松」の文字を見ること 
ができる。この頃、大宮公園はまだない。 
 
【
附
録
】 
黒
塚
伝
説
と
萬
松
楼 
～
『
奥
細
道
菅
菰
抄
』
を
絡
め
て
～ 
黒
塚
に
つ
い
て
、「
大
宮
公
園
の
発
展
と
ス
ポ
ー
ツ
の
殿
堂
化
」(
『
大
宮
の
郷
土
史
』
第
三
十
三
号)
に《
今
は
跡
形
も
な
い
黒
塚
三
業
地
と
安
達
が
原
の
鬼
婆
が
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
つ
か
、
持
た
ぬ
か
は
、
大
変
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
》
と
書
い
た
。
本
附
録
は
そ
れ
に
対
す
る
自
問
自
答
の
回
答
で
あ
る
。 
大
宮
公
園
と
日
本
近
代
文
学
に
つ
い
て
深
く
追
求
す
る
中
で
掘
り
当
て
た
情
報
が
あ
る
。
森
田
草
平
の
直
筆
書
（
本
文
参
照
）
も
そ
う
だ
が
、
こ
の
情
報
も
筆
者
を
大
変
興
奮
せ
し
め
た
。
そ
れ
は
萬
松
楼
の
木
版
刷
り
一
枚
も
の
広
告
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
萬
松
楼
は
明
治
二
十
四
年
秋
に
正
岡
子
規
に
誘
わ
れ
て
夏
目
漱
石
が
訪
れ
た
旅
館
で
あ
る
。
表
紙
に
相
当
す
る
部
分
は
「
御
料
理
御
宿
泊
の
廣
告
」
の
題
字
と
萬
松
楼
の
イ
メ
ー
ジ
画
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
門
柱
に
は
「
温
泉
場
」
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
、
門
の
横
に
は
旗
竿
高
く
「
氷
川
鉱
泉
占
有
」
と
書
か
れ
た
旗
が
は
た
め
い
て
い
る
。
樹
木
豊
か
な
庭
が
広
が
り
、
そ
の
向
こ
う
に
は
二
層
の
建
物
と
渡
り
廊
下
、
奥
に
は
煉
瓦
造
り
の
高
い
煙
突
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
。
発
行
年
月
日
は
な
い
が
、
内
務
省
衛
生
局
に
よ
る
鉱
泉
の
試
験
結
果
証
明
と
し
て
《
氷
川
公
園
山
中
第
十
四
區
よ
り
湧
出
》
《
明
治
廿
一
年
十
月
》
と
あ
る
の
で
、
明
治
二
十
一
年
十
月
以
降
の
印
刷
と
分
か
る
。
料
理
と
宿
泊
の
料
金
に
続
け
て
、《
氷
川
廣
泉
專
有 
埼
玉
縣
北
足
立
郡 
大
宮
町
氷
川
公
園 
萬
松
楼 
高
島
》
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
明
治
三
十
二
年
の
埼
玉
県
に
よ
る
公
園
内
土
地
の
「
使
用
者
調
」
で
第
十
四
区
の
使
用
者
が
高
島
健
一
郎
と
確
認
で
き
る
。萬
松
楼
の
鉱
泉
は
明
治
二
十
一
年
春
に
高
島
健
一
郎
の
父
が
掘
り
当
て
た
も
の
だ
。 
 
前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
よ
い
よ
本
論
に
入
る
。 
明
治
二
十
年
代
の
印
刷
と
推
察
さ
れ
る
「
御
料
理
御
宿
泊
の
廣
告
」
に
は
名
所
古
跡
と
し
て
「
八
本
松
」「
潮
田
山
」「
九
郎
塚
稻
荷
」「
鬼
塚
」「
蛇
松
」「
三
沼
の
螢
」「
氷
川
の
銃
獵
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
か
ら
、
他
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
的
な
解
説
文
と
し
て
、「
九
郎
塚
稻
荷
」
と
「
鬼
塚
」
を
引
用
し
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 
《
〇
九
郎
塚
稻
荷 
黒
塚
ハ
足
立
藤
九
郎
盛
長
が
出
生
の
地
に
し
て
代
々
此
地
に
住
み
た
る
よ
し
後
ち
住
居
の
地
に
塚
を
築
き
稻
荷
の
龕(
ほ
こ
ら)
を
安
置
せ
り
是
を
藤
九
郎
塚
と
云
後
年
略
し
て
九
郎
塚
と
云
ひ
尚
ほ
明
治
の
改
正
に
誤
ま
つ
て
黒
塚
と
稱
す
る
事
と
ハ
成
れ
り
盛
長
ハ
源
頼
朝
石
橋
山
旗
あ
げ
の
後
ち
佐
々
木
三
郎
盛
綱
の
催
促
に
よ
り
味
方
に
赴
參
り
鎌
倉
の
頃
に
ハ
有
名
の
士
な
り
委
し
く
ハ
史
傳
に
み
へ
た
り
》 
《
〇
鬼
塚 
太
古
ハ
武
藏
野
の
名
あ
り
此
土
地
は
足
立
郡
に
於
て
有
名
の
足
立
が
原
な
り
鎌
倉
の
頃
の
奥
州
道
な
り
道
の
傍
に
塚
あ
り
其
由
所
は
東
光
寺
阿
闍
利
に
し
て
淨
佛
せ
し
所
な
り
東
光
坊
は
紀
州
奈
智
山
の
僧
徒
に
し
て
足
立
郡
ハ
旦
那
處
ろ
に
て
此
地
へ
回
り
來
れ
り
時
一
の
庵
を
建
て
定
錫
の
地
と
し
た
る
よ
し
今
の
大
宮
町
東
光
寺
の
舊
地
な
り
》 
 
こ
こ
で
二
十
年
ほ
ど
時
を
進
め
る
。
明
治
四
十
二
年
六
月
に
は
共
同
出
版
か
ら
『
奥
細
道
菅
菰
抄
』(
詳
細
は
後
述
す
る)
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
森
鷗
外
『
青
年
』
が
『
ス
バ
ル
』
に
連
載
さ
れ
て
い
た
明
治
四
十
三
年
十
二
月
に
実
業
新
聞
社
が
発
行
し
た
『
大
宮
案
内
』
は
、
黒
塚
に
つ
い
て
《
公
園
の
東
南
二
丁
に
あ
り
》《
奥
州
安
達
が
原
の
黒
塚
は
此
處
な
り
な
ど
云
ひ
或
は
足
立
九
郎
盛
長
の
遺
跡
と
も
傳
へ
た
り
》
と
し
て
い
る
。
他
方
、
大
正
三
年
四
月
に
埼
玉
時
事
新
聞
社
が
発
行
し
た
『
大
宮
案
内
』
は
、
奥
州
安
達
原
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
、
大
宮
の
地
が
往
時
鎌
倉
か
ら
奥
州
に
通
じ
る
道
で
奥
州
街
道
の
足
立
ケ
原
と
言
う
の
を
省
略
し
た
と
の
立
場
を
取
り
つ
つ
、《
足
立
九
郎
盛
長
の
塚
に
し
て
九
郎
塚
と
稱
す
と
説
く
者
あ
れ
ど
も
確
證
無
く
》と
指
摘
し
て
い
る
。
名
指
し
こ
そ
し
て
は
い
な
い
が
、
こ
れ
は
前
掲
の
「
御
料
理
御
宿
泊
の
廣
告
」
の
記
述
へ
の
批
判
と
も
考
え
ら
れ
る
。 
今
度
は
時
を
二
〇
〇
年
巻
き
戻
す
。
松
尾
芭
蕉
は
、『
奥
の
細
道
』
に
黒
塚
に
関
し
《
二
本
松
よ
り
右
に
き
れ
て
、
黒
塚
の
岩
屋
一
見
し
、
福
島
に
宿
る
》
と
記
し
て
い
る
。
元
禄
二
年
五
月
一
日(
1
6
89
.
6.
17
)
の
こ
と
で
あ
る
。
芭
蕉
は
江
戸
を
出
て
か
ら
草
加
、
春
日
部
を
通
っ
て
お
り
、『
奥
の
細
道
』
で
は
大
宮
の
黒
塚
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 
こ
こ
で
、
蓑
笠
庵
梨
一
の
『
奥
細
道
菅
菰
抄
』
に
着
目
す
る
。
こ
れ
は
松
尾
芭
蕉
『
奥
の
細
道
』
を
解
説
し
た
も
の
で
、
安
永
七
年(
1
7
78
)
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
。『
奥
の
細
道
』
を
解
説
し
た
書
物
と
し
て
は
最
も
権
威
あ
る
も
の
の
一
つ
で
、
今
日
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
る
。
武
州
足
立
郡
大
宮
宿
こ
そ
が
黒
塚
伝
説
の
地
で
あ
り
、
奥
州
説
は
誤
り
と
の
立
場
が
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
拾
遺
集
に
収
録
さ
れ
た
平
兼
盛
の
歌
で
あ
る
。
兼
盛
の
歌
に
現
れ
る
鬼
は
女
で
あ
り
、
戯
れ
の
歌
で
あ
る
と
旧
説
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
奥
州
安
達
郡
の
伝
説
を
中
国
の
故
事
に
擬
え
て
情
夫
と
の
色
事
の
歌
と
推
察
し
て
い
る
。
少
々
長
い
が
引
用
す
る
。 
《
二
本
松
は
、
駅
宿
に
て
、
丹
羽
家
の
城
下
な
り
。
黒
塚
の
岩
屋
は
、
安
達
郡
あ
だ
ち
が
原
に
有
。
是
も
名
所
な
り
。
拾
遺
集
、
み
ち
の
く
の
安
達
が
は
ら
の
く
ろ
づ
か
に
鬼
こ
も
れ
り
と
き
く
は
ま
こ
と
か
、
平
兼
盛
。
旧
説
に
、
此
鬼
は
女
を
さ
し
て
云
た
は
ぶ
れ
の
詞
な
り
と
。
按
ず
る
に
、
中
華
の
俗
語
に
、
情
夫
を
冤
家
と
云
類
に
て
、
皆
艶
喩
な
り
。
〇
又
按
ず
る
に
、
黒
塚
の
う
た
ひ
物
に
い
へ
る
、
紀
州
那
智
東
光
坊
祐
慶
の
悪
鬼
を
伏
せ
し
は
、
此
黒
づ
か
に
あ
ら
ず
。
武
州
足
立
郡
大
宮
の
宿
に
有
塚
の
事
に
て
、
此
処
を
も
、
い
に
し
へ
は
、
あ
だ
ち
が
原
と
云
。
是
亦
足
立
郡
の
原
な
り
し
故
也
。
今
大
宮
の
町
に
、
東
光
寺
と
云
修
験
寺
あ
り
。
即
ち
東
光
坊
祐
慶
の
開
基
に
て
、
黒
塚
は
、
此
寺
の
う
し
ろ
の
畑
中
に
、
今
猶
存
す
と
云
り
。
安
達
と
足
立
と
、
和
訓
の
似
た
る
よ
り
し
て
、
う
た
ひ
も
の
に
は
、
奥
州
の
事
に
混
誤
し
た
る
也
。》 
 
余
談
だ
が
、『
奥
細
道
菅
菰
抄
』
は
、
芭
蕉
の
『
奥
の
細
道
』
の
冒
頭
の
《
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て･･･
》
を
、
李
白
の
「
春
夜
宴
桃
李
園
序
」
を
下
敷
き
に
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
月
天
体
の
運
行
を
旅
に
例
え
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
大
変
興
味
深
い
。
と
言
う
の
も
、
渋
川
春
海
が
初
の
日
本
製
の
暦
で
あ
る
貞
享
暦
を
完
成
さ
せ
幕
府
天
文
方
と
な
っ
た
の
が
貞
享
元
年(
1
6
8
4
)
、
本
所
に
天
文
台
を
設
け
た
の
が
『
奥
の
細
道
』
開
始
と
同
じ
元
禄
二
年(
1
6
8
9
)
だ
か
ら
だ
。
余
談
の
余
談
。
天
正
の
頃(
十
六
世
紀
末)
ま
で
大
宮
で
は
大
宮
暦
が
制
作
・
頒
布
さ
れ
て
い
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 
閑
話
休
題
。
時
代
が
下
っ
て
昭
和
六
年
十
一
月
。
大
宮
町
役
場
校
閲
、
國
民
新
聞
大
宮
通
信
部
発
行
の
『
大
宮
町
要
覧
』
は
、《
塚
の
南
方
に
東
光
坊
の
遺
跡
と
稱
す
る
處
が
あ
る
が
今
は
雑
木
林
と
な
つ
て
居
る
》《
最
近
黒
塚
山
を
切
り
開
い
て
出
来
た
所
謂
黒
塚
三
業
指
定
地
は･･･
近
く
開
業
の
運
び
と
な
り
》
と
記
録
し
て
い
る
。
ど
う
や
ら
昭
和
六
年
以
前
に
は
大
宮
公
園
東
側
の
土
地
に
黒
塚
山(
こ
の
「
山
」
は
「
林
」
の
意
味
か
？)
が
存
在
し
た
が
、
三
業
地
開
発
の
た
め
に
消
滅
し
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
。 
最
近
で
は
、
平
成
十
八
年
三
月
に
発
行
さ
れ
た
「
さ
い
た
ま
市
博
物
館
研
究
紀
要 
第
５
集
」
に
掲
載
の
下
村
克
彦
「
武
州
大
宮
宿
の
黒
塚
伝
説
に
つ
い
て
」
が
あ
る
。『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』『
諸
国
里
人
談
』『
江
戸
名
所
図
會
』
等
黒
塚
に
関
す
る
文
献
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
の
で
参
考
に
な
る
。
黒
塚
伝
説
の
帰
属
を
め
ぐ
る
武
州
足
立
郡
と
奥
州
安
達
郡
と
の
間
の
争
い
に
つ
い
て
は
、
昭
和
の
戦
前
に
西
角
井
正
慶
が
黒
塚
伝
説
の
地
の
論
争
か
ら
手
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
福
島
安
達
郡
に
こ
れ
を
譲
っ
て
両
所
間
の
論
争
に
決
着
を
付
け
た
こ
と
を
、
秋
山
喜
久
夫
「
黒
塚
物
語
―
東
光
寺
―
」
の
項
で
取
り
上
げ
て
い
る
。
本
稿
の
第
四
部
第
五
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
西
角
井
正
慶
は
地
元
大
宮
公
園
周
辺
に
深
い
愛
情
を
掛
け
る
人
で
あ
る
。
同
氏
が
黒
塚
伝
説
に
つ
き
前
述
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
は
、
こ
の
伝
説
が
大
宮
公
園
周
辺
の
観
光
や
住
宅
地
化
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
さ
ぬ
よ
う
、
慮
っ
て
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。 
そ
の
意
を
く
め
ば
、
こ
こ
で
敢
え
て
黒
塚
伝
説
の
話
題
を
ほ
じ
く
り
返
す
必
要
は
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
う
し
て
黒
塚
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
は
、
森
鷗
外
『
青
年
』
に
ま
つ
わ
る
明
治
末
年
頃
の
大
宮
公
園
事
情
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
ど
う
し
て
も
黒
塚
の
こ
と
に
触
れ
て
お
か
ざ
る
を
え
な
い
と
認
識
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
言
う
の
も
、
子
規
と
漱
石
が
萬
松
楼
を
訪
れ
た
頃
に
も
、
鷗
外
が
『
青
年
』
を
発
表
し
た
頃
に
も
大
宮
公
園
脇
に
黒
塚
伝
説
が
あ
っ
た
し
、
森
田
草
平
が
黒
塚
に
つ
い
て
書
き
残
し
た
直
筆
書
が
私
の
と
こ
ろ
に
転
が
り
込
ん
で
き
た
と
い
う
偶
然
も
あ
っ
た
。 
鬼
婆
の
伝
説
の
あ
る
黒
塚
山
を
切
り
開
い
て
三
業
地
と
し
た
と
い
う
こ
と
に
は
「
よ
く
も
ま
あ
」
と
い
う
印
象
を
受
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
蓑
笠
庵
梨
一
が
奥
州
安
達
郡
の
説
に
つ
き《
此
鬼
は
女
を
さ
し
て
云
た
は
ぶ
れ
の
詞
》と
し
た
こ
と
も
含
み
お
け
ば
、
黒
塚
伝
説
の
裏
側
に
男
女
の
戯
れ
ご
と
へ
の
着
想
が
潜
ん
で
い
る
と
も
思
わ
れ
る
。
森
鷗
外
は
、『
青
年
』
の
大
宮
公
園
の
場
面
に
三
味
線
の
音
と
共
に
と
よ
め
く
男
女
の
戯
れ
を
描
き
込
ん
だ
。
大
宮
公
園
周
辺
に
明
治
二
十
年
ま
で
の
根
津
神
社
周
辺
に
似
た
雰
囲
気
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
森
田
草
平
は
、
そ
の
『
自
叙
小
傳
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
三
年
六
月
に
上
京
し
た
際
、
根
津
権
現
社
鳥
居
前
の
下
宿
（
一
説
に
は
、
こ
の
下
宿
は
根
津
神
社
境
内
地
に
在
っ
た
神
社
所
有
の
離
れ
で
あ
る
と
も
伝
え
ら
れ
る
）
に
住
ん
だ
。
そ
こ
で
河
井
醉
茗
と
知
り
合
う
。
河
井
醉
茗
は
《
子
供
た
ち
よ
。
こ
れ
は
譲
り
葉
の
木
で
す
》
と
始
ま
る
詩
「
ゆ
づ
り
葉
」
が
有
名
で
あ
る
。
偶
然
で
あ
ろ
う
が
、
草
平
の
小
説
の
テ
ー
マ
「
因
襲
」「
輪
廻
」
を
感
じ
さ
せ
る
。
根
津
神
社
は
氷
川
神
社
と
同
様
ス
サ
ノ
オ
を
祀
る
。
明
治
二
十
年
内
務
省
地
理
局
の
地
図
に
は
須
賀
神
社
と
、
明
治
四
十
二
年
以
降
の
地
図
に
は
根
津
神
社
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。
周
囲
の
町
名
は
須
賀
町
、
八
重
垣
町
で
あ
る
。
観
潮
楼
か
ら
至
近
の
場
所
に
あ
る
根
津
神
社
は
、
鷗
外
が
『
青
年
』
の
舞
台
に
選
ん
だ
大
宮
公
園
と
風
景
の
相
似
性
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
文
学
・
芸
術
の
世
界
に
お
い
て
重
層
的
に
大
宮
公
園
と
関
係
し
て
い
る
よ
う
だ
。 
【
あ
と
が
き
】 
《
歴
史
と
は
歴
史
家
と
事
実
と
の
間
の
不
断
の
過
程
で
あ
り
、
現
在
と
過
去
と
の
間
の
尽
き
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
対
話
な
の
で
あ
り
ま
す
。》 
こ
れ
は
Ｅ
．
Ｈ
．
カ
ー
の
『
歴
史
と
は
何
か
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
Ｅ
．
Ｈ
．
カ
ー
は
歴
史
的
研
究
の
経
験
に
基
づ
き
一
九
六
一
年
一
月
か
ら
三
月
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
連
続
講
演
を
行
っ
た
。
そ
れ
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
出
版
さ
れ
た
の
が
『
歴
史
と
は
何
か
』
と
い
う
書
物
で
あ
る
。
同
書
の
訳
者
清
水
幾
太
郎
は
は
し
が
き
の
中
で
《
過
去
は
、
過
去
の
ゆ
え
に
問
題
と
な
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
生
き
る
現
在
に
と
っ
て
の
意
味
の
ゆ
え
に
問
題
に
な
る
の
で
あ
り
、
他
方
、
現
在
と
い
う
も
の
の
意
味
は
、
孤
立
し
た
現
在
に
お
い
て
で
な
く
、
過
去
と
の
関
係
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
時
々
刻
々
、
現
在
が
未
来
に
食
い
込
む
に
つ
れ
て
、
過
去
は
そ
の
姿
を
新
し
く
し
、
そ
の
意
味
を
変
じ
て
行
く
。》
と
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ベ
ル
グ
ソ
ン
が
『
物
質
と
記
憶
』
で
展
開
し
た
論
を
彷
彿
さ
せ
る
。『
物
質
と
記
憶
』
は
村
上
春
樹
の
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
で
も
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
重
要
な
鍵
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。 
今
回
取
り
組
ん
だ
『
青
年
』
の
中
で
鷗
外
は
主
人
公
小
泉
純
一
の
口
を
借
り
て
、《
現
在
は
過
去
と
未
來
と
の
間
に
劃
し
た
一
線
で
あ
る
。
此
線
の
上
に
生
活
が
な
く
て
は
、
生
活
は
ど
こ
に
も
な
い
の
で
あ
る
。》
と
語
っ
て
い
る
。
過
去
の
因
襲
を
振
り
ほ
ど
き
前
進
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
明
治
の
時
代
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。 
私
は
森
鷗
外
の
『
青
年
』
を
通
じ
、「
事
実
に
基
づ
く
過
去
と
の
対
話
」
を
楽
し
ん
で
来
た
。
現
在
が
時
々
刻
々
と
過
去
に
加
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
歴
史
は
詳
細
化
し
、
と
き
に
は
書
き
換
え
ら
れ
る
。
古
い
中
に
も
新
し
い
発
見
が
あ
る
。
そ
ん
な
中
か
ら
未
来
に
向
け
た
有
益
な
視
座
が
得
ら
れ
る
。だ
か
ら
歴
史
を
研
究
し
た
く
な
る
の
だ
。 
本
稿
の
作
業
を
進
め
て
行
く
に
伴
っ
て
、
国
内
外
の
文
学
作
品
や
関
連
史
料
は
幅
と
奥
行
き
に
お
い
て
限
り
な
く
広
が
り
を
持
ち
始
め
た
。
こ
れ
ら
は
私
の
興
味
・
関
心
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
っ
た
。
歴
史
の
中
に
散
在
す
る
情
報
を
、
幅
広
に
か
き
集
め
て
並
べ
て
眺
め
て
み
る
と
共
に
、
現
地
に
赴
き
実
地
で
確
認
す
る
こ
と
こ
そ
、
郷
土
史
研
究
の
醍
醐
味
で
あ
る
。
そ
の
際
、
森
鷗
外
が
『
青
年
』
の
中
で
マ
ア
テ
ル
リ
ン
ク
の
『
青
い
鳥
』
に
向
け
た
視
線
に
習
い
た
い
と
考
え
た
。
何
で
も
な
い
日
常
の
中
に
大
い
な
る
示
唆
が
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
本
稿
は
そ
う
し
た
視
座
に
基
づ
き
、
小
景
を
大
観
す
べ
く
、
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。 
石
川
啄
木
は
、《『
埋
も
れ
た
る
歴
史
』
！ 
な
ん
と
面
白
い
題
目
で
は
な
い
か
。
所
謂
隠
れ
た
る
歴
史
で
は
な
く
て
、
こ
の
世
に
現
れ
る
べ
き
筈
で
あ
つ
た
も
の
が
、
偶
然
と
い
ふ
論
理
の
結
果
で
、
遂
に
暗
か
ら
暗
に
葬
り
了
ら
れ
た
歴
史
で
あ
る
。･･･
 
自
分
は
此
の
一
事
を
思
ひ
つ
い
た
だ
け
で
も
、
或
る
重
大
な
る
教
訓
を
え
た
心
地
が
し
た
。
機
会
あ
ら
ば
、
自
分
は
、
い
つ
か
『
埋
も
れ
た
る
歴
史
』
の
著
述
に
手
を
つ
け
た
い
と
思
ふ
。
無
論
こ
れ
は
、
一
種
の
小
説
と
称
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
何
故
な
ら
ば
、
当
然
の
理
由
に
基
づ
い
た
一
の
想
像
を
書
く
の
で
あ
る
か
ら
》
と
日
記
に
記
し
た
。 
堺
屋
太
一
は
、
著
書
『
世
界
を
創
っ
た
男 
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
』
を
著
す
に
際
し
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
に
つ
い
て
の
主
要
な
原
史
料
は
三
種
四
点
と
大
変
少
な
い
中
、
歴
史
小
説
の
厳
密
な
条
件
と
し
て
《
史
的
事
実
に
つ
い
て
は
誤
り
な
く
採
り
入
れ
る
（
嘘
や
間
違
い
は
な
い
）
が
、
不
明
な
部
分
は
周
辺
情
況
や
あ
と
の
事
態
な
ど
と
の
整
合
性
を
持
つ
範
囲
で
推
測
想
定
す
る
》
を
守
る
方
針
で
臨
ん
だ
。 
私
は
日
本
近
代
文
学
を
専
門
と
す
る
文
学
研
究
者
で
も
職
業
的
歴
史
家
で
も
な
い
。
一
人
の
郷
土
史
研
究
者
と
し
て
、
歴
史
的
事
実
を
一
つ
一
つ
実
地
確
認
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
基
盤
と
す
る
郷
土
史
研
究
的
手
法
を
規
範
と
し
て
取
り
組
み
、
可
能
な
限
り
資
料
・
史
料
の
原
典
を
参
照
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
対
象
が
小
説
で
あ
る
と
い
う
性
格
に
鑑
み
て
、
様
々
な
捉
え
方
の
で
き
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
文
学
専
門
家
の
論
文
等
を
参
照
す
る
と
と
も
に
、
出
来
る
限
り
客
観
的
で
あ
る
よ
う
心
掛
け
た
。
日
本
国
内
外
の
関
連
の
小
説
は
勿
論
の
こ
と
、
手
繰
り
寄
せ
可
能
な
新
聞
記
事
な
ど
も
参
照
し
て
、
分
野
横
断
的
・
時
代
横
断
的
な
視
点
か
ら
考
察
を
進
め
た
。
そ
れ
は
、
堺
屋
太
一
が
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
に
つ
い
て
の
著
書
を
ま
と
め
た
際
の
姿
勢
に
近
い
。 
森
鷗
外
は
『
青
年
』
の
中
で
人
間
を
外
か
ら
眺
め
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
内
面
ま
で
描
き
出
す
こ
と
を
好
し
と
し
た
。
私
は
『
青
年
』
を
大
宮
公
園
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
に
立
っ
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
作
品
と
現
実
の
関
連
性
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
み
た
。
こ
れ
に
よ
り
作
品
に
描
か
れ
た
青
年
像
の
内
面
に
か
な
り
迫
れ
た
と
思
う
。
本
稿
の
取
組
み
は
郷
土
史
研
究
の
手
法
に
よ
る
文
学
の
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
言
え
よ
う
。 
最
後
に
、
本
稿
の
掲
載
の
た
め
に
、
紙
面
を
割
い
て
下
さ
っ
た
大
宮
郷
土
史
研
究
会
の
『
大
宮
の
郷
土
史
』
誌
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。 
   
 
 
 
 
 写真１１ 絵葉書「北沢楽天画 千年計画」（筆者所蔵） 
写真１０ 絵葉書 「萬松樓庭園ヨリ天神山ヲ望ム」 
                         （筆者所蔵） 
 
■写真９は、貼付された一銭五厘の郵便切手に「大正９
年１１月１８日 行幸記念 大宮」の赤く丸いスタンプあり。 
平成の今日においても氷川神社の池の同じ場所に赤い
欄干が掛かっている。 
 
■写真１０は、夏目漱石が正岡子規に誘われて訪れた大
宮公園萬松楼の庭園から北側の眺望。向こうの丘に松
林が広がっているのが分かる。昭和初期まで、この先に
は広大な松原が広がっていた。 
 
■写真１１は、日本最初の職業漫画家北沢楽天が描い
た画の絵葉書。写真１０と同じ場所からの風景を描いたも
のと推定する。この画の描かれた当時（大正の頃）、眼下
に広がる土地を陸上競技場等スポーツ施設にする計画
が本多清六らにより立案されることとなっていた。「一年
生二年生と千代の齢を楽む千年計画」と書き添えられて
いる。北沢楽天の心が滲んでいる。 
 
図３ 「漱石先生何を思っていらっしゃるの？」 （筆者作画） 
 
写真９ 絵葉書 「官幣大社氷川神社神橋遠望」 
                        （筆者所蔵） 
  図４ 「森鷗外『青年』の主人公はなぜ大宮公園を訪れたのか？」 （筆者作図）
大宮公園を舞台に展開された森鷗外『青年』第 12 章に関係すると筆者が捉えた文学作品群を
森田草平『煤煙』を基軸に、明治 41 年から大正 11 年にかけて年代順に整理した。
